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２０２２年 ３月 国際放送番組審議会 
 

２０２２年３月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８９回）は１５日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。引き続き、「危機における国際放送の役割」について意見交

換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議

を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「危機における国際放送の役割」について＞ 

 
○  参考番組として視聴したウクライナ軍事侵攻の特別番組「Ｒｕｓｓｉａｎ Ｉｎｖａｓｉｏｎ：   

Ｕｋｒａｉｎｅ ａｎｄ Ｂｅｙｏｎｄ」では、司会者の榎原美樹さんの鋭い問いが効果的で、知り

たい点をコンパクトに、さまざまな角度から解説しており、勉強になった。ロシアが

ウクライナへの軍事侵攻を開始してから１週間以内に、ウクライナ語字幕サービスを

開始したことについて、迅速な対応を評価したい。日本在住のウクライナの人々にも

有用だと思われ、さらに、ウクライナ関連特設サイトの情報や関連ニュース動画は、

事態の推移を理解する上で有益だ。また、日本在住のウクライナの人々について比較

的よく紹介されるが、現地の邦人についてはあまり報じられていないと感じる。もう

少し積極的に報道してもよいのではないか。「危機における国際放送の役割」につい

ては、このような非常時だからこそ、報道の視点や問い、情報の質、速報性が大切だ

と改めて感じる。正確で公平、信頼できる情報を視聴者に届けるというＮＨＫの基本

姿勢を、貫いていくことが重要だ。また、ウクライナやロシアの状況に加え、日本や

中国などアジアの動向の紹介と分析を、より充実させていくことも欠かせない。ウク

ライナの一般市民や避難民の状況、ロシアの抗議運動と当局の対応については、引き
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続き詳しく報道してほしい。特に残虐行為、戦争犯罪の発生や拡大などの人道危機を

抑制し、事態を乗り越えるためにも、ＮＨＫの国際放送からの情報発信は重要だ。  

ＳＮＳなどソーシャルメディア上に情報があふれ、情報戦の様相を呈しているが、そ

の中から真実を選び取って伝えていく作業が、一層重要になっていると考える。 
 

○  「危機における国際放送の役割」について、ウクライナ語の字幕サービス開始が、

国内放送でも周知され、情報が迅速に伝わったことはよかった。国内外のウクライナ

人からどのような反応・反響があり、効果はどうだったのか知りたい。一方で、日本

に在住するロシア人へのいじめなどの問題が起きている。こうした問題に対する配慮、

放送の在り方について、ＮＨＫではどのように考えるか聞きたい。ウクライナへの軍

事侵攻は、ユーラシアの危機であり、アジアとの関わりも重要だ。アジアの信頼され

る放送局として、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮが、アジアの視点を持ちつつ、危機から

発生し得るアジアでの動きについても伝えてほしいと考えるが、この点についてどう

か。 
 

○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの視聴者はどのような人たちかを想像してみると、何ら

かの形で日本と関わりを持っている人、日本に興味を持っている人なのだろう。今回

の戦争の様に、世界を巻き込む出来事については、世界中で自国のメディアを含めて

報道しているはずだ。それらを視聴している人たちが、何をきっかけにＮＨＫワール

ド ＪＡＰＡＮを見るのか、という視点で考えてみた。ＳＮＳを通じてフェイクニュー

ス、プロパガンダといった情報戦が激化している中で、やはり真実は何かを視聴者は

求めているのだろう。その点において、ＮＨＫの国際放送の果たす役割は非常に大事

だと改めて思った。ニュース報道に重要な要素は、速報性、網羅性に加えて信頼性、

理解のしやすさ、独自性で、とりわけ信頼性、理解のしやすさが大事だ。番組の中に

出てくる動画にどれだけのリアリティーがあるのかなど、放送内容の質が問われる。

ＮＨＫの放送内容が日本の立ち位置を示すことにもなるので、中立性、客観性、公正・

公平な報道姿勢は大切だ。映像の選択、解説の内容に関する目利きが重要だと改めて

思った。特別番組「Ｒｕｓｓｉａｎ Ｉｎｖａｓｉｏｎ： Ｕｋｒａｉｎｅ ａｎｄ Ｂｅｙｏｎｄ」は、内容が充実して

おり、政治、経済や社会生活などについて複数の有識者の意見が示され、見応えがあ

った。一方、多様な視聴者への配慮として、例えば聴力に障害がある人に対しては、

英語のキャプションを常時表示したほうがよいのではないか。または、今は自動手話

があるので、常に手話を入れられれば、障害のある人でもニュースに接することがで

きるのではないか。ＮＨＫの独自性という観点では、海外総局・支局員、特派員の報

道ネットワークを駆使して、現地、現物、現実という三現主義に基づいた報道を徹底

し、真実を報道することが信頼につながっていくと思う。 
 

○  非常に心強い報告だった。例えば、ウクライナ語話者のため、インターネットサー

ビスで、ウクライナ語字幕の提供を開始したことは、制約がある中での対応として、

非常によかった。ぜひ続けてほしい。ロシア人に対する情報発信について、ＮＨＫワ

ールド ＪＡＰＡＮの放送ができなくなったということで、大変苦しい状況も理解する。

ＳＮＳや動画共有サービスなどを活用していくということだが、これもいつまで続け

られるかわからない。明日止められるかもしれないし、どんなことが起こるかわから
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ない。ロシアにいる２千数百の邦人に対して、動画共有サービスなどでメッセージを

発信することも重要だろう。在ロシア日本国大使館のホームページの安全情報と合わ

せて、必要な人に届くことを願う。軍事侵攻が起こって以来、欠けていると思われる

情報は、ロシア国内で何が起こっているか、ということだ。現在、制裁を加えられる

可能性のある、厳しい状況下で、モスクワにいる３名の記者が情報収集等を静かに行

っているという説明だった。ぜひ、それが具体的にＮＨＫの国際放送の報道に反映さ

れるよう切に祈る。ロシア国内の情勢は、国営メディアの報道が中心になり、どうし

ても世論に影響を与える。プロフェッショナルな記者たちがモスクワで得た情報を、

視聴者に安全に伝える方法を、ぜひ考えてもらいたい。今回、強く思うことは、報道

は世論形成をする力があるということだ。ＮＨＫのさまざまな番組を見ていると、正

しい情報を基にした世論形成に貢献していると思うので、さらに努力を続けてほしい。

日本のメディアがほかの国際メディアや国際連合の動きなどと連携しながら、国際世

論を形成する一翼を担っていることを意識して、番組を通じてその姿勢を示してほし

い。ロシアが、権力者のもとに出来上がった垂直社会であること、戦争に踏み切った

ことで、戦争の結果だけでなく今後の国のあり方にも困難が予想されることなどを考

えると、こういった事態は長く続き、消耗戦となるという心構えが必要だろう。危機

における役割を考える際、ＮＨＫは長いスパンで取り組む必要があり、この問題をし

っかりと追究してもらいたい。 
 

○  今回の報道を見ていて、記者やカメラマンの安全確保、自由な通信に関して、さま

ざまな制約があることは理解できる。その上で、ＮＨＫは日本の放送メディアとして

は予算や人員の点で優位にあるので、危機にあたっては、ニュース取材と報道に重点

をおき、頑張ってほしい。インターネットの書き込みの中に、ＮＨＫが国際放送に余

計なお金をかけている、という意見が見られる。それに対して「いいね！」と同調意

見を示す人も少なくない。今回、参考番組として視聴した中に、総合テレビで放送し

た国際放送の広報番組「ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ-ＪＡＰＡＮ ロシア軍事侵攻をうけて」があっ

たが、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの取り組みを周知し、国際放送の意義を改めて日本

国内の外国人だけではなく、日本の視聴者向けに放送したことは非常によかったと思

っている。また、ＡＩを使ってウクライナ語字幕を作ったのは、大変よいことだ。国

際的な危機にあたっては、可能な限り多言語化に取り組んでもよいのではないかと思

う。もちろん、ＡＩの検証をしなければいけないので、専門家に見てもらう必要があ

り、手間はかかるかもしれないが、既存の枠にとらわれずに、多言語発信を広げても

よいのではないかと思った。ニュース映像は、ウクライナ、ロシア、ポーランド、そ

の周辺の国々、国連での議論を伝えるニューヨーク、アメリカの映像などさまざま紹

介された。国連では、アントニオ・グテーレス国連事務総長、アメリカ、ウクライナ、

ロシアの代表の話に集約されていたが、安全保障理事会でも、総会でも、さまざまな

国の代表が意見を述べているので、議場の外での多様な取材を足すと、ＮＨＫ報道に

も幅や深みが出てくるのではないか。 
 

○  このような国際的な危機状況のときにはＮＨＫが世論形成などに大きな役割を果た

すと認識している。そこで、重要な点として忘れてはならないことは、世界中のロシ

ア人の置かれている現状だ。例えば、タイやインドネシアなどへ休暇で訪れているロ
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シア人が、飛行機のキャンセルなどが続いて足止めされている。何千人、何万人とい

う単位で、大きな問題になっているが、そのような人々がＮＨＫの多言語で放送され

ている情報を耳にすることもあるかと思う。そして、それらの場所でロシアの人々と

接触する現地の人たちも、ＮＨＫの多言語で放送されるさまざまなニュースを耳にし

ている可能性がある。こうしたロシアの人々が個人のレベルで危害を加えられないよ

うにすることを、メディアは意識しながら報道することが大切ではないか。ロシア政

府の決断に関して、善悪の判断をするのと個々のロシア人に対するものは別次元だ。

世論を形成する役割を果たしているＮＨＫが、その点にも配慮し、番組の内容に注意

を払うことは重要だ。 
 

○  ウクライナ語字幕サービスや、動画配信を迅速に行ったことなど、今回のＮＨＫワ

ールド ＪＡＰＡＮの対応はすばらしいと感じた。情報にリーチできる人も一段と増え

たのではないか。また、４５分の特別番組「Ｒｕｓｓｉａｎ Ｉｎｖａｓｉｏｎ： Ｕｋｒａｉｎｅ ａｎｄ      

Ｂｅｙｏｎｄ」も視聴したが、有識者の意見を聞くことができたり、日本においてアジア

のことを今後考えていかなければならないのだということを改めて感じさせられたり、

本質を突く内容で、４５分があっという間に感じられ中身の濃い番組だった。国内放

送を指しているのだと思うが、ロシアによる侵攻が始まった際、ＳＮＳ上に、重大な

問題にも関わらず、軍事侵攻に関するニュースを続けず、娯楽番組を放送しているこ

とへの批判などの書き込みがあった。おそらくＢＢＣなど、ほかの海外メディアの中

には、情報をアップデートしながら２４時間体制に近いかたちで放送していたところ

もあると思うが、そのような対応が、今後可能なのか。２４時間体制というと予算的

にも難しく、制約はあると思うが、その場合、ぜひ取り上げてほしいのは、現場で起

こっていることのアップデートとともに、国連の安全保障理事会や総会で出た発言内

容に関する独自取材だ。ケニアの外交団が発言した内容がＳＮＳ上で好意的に受け止

められていたが、その人たちを取材するなど、もう少し内容を幅広く網羅しながら伝

える形で、この問題を重視していることを打ち出せる方法が、ほかにもあるのではな

いか。民放の動画共有サービスのコンテンツで、ロシアの考え方や歴史的な背景をふ

り返りながら、どうして今回の行動に出るに至ったのかを、細かく、第２次、第１次

世界大戦までさかのぼり、説明しているものがあり、ＳＮＳ上で非常に拡散されてい

た。今回の事態に至った歴史的経緯は、多くの人々の関心事なのだということを、そ

の拡散状況から感じることができたが、国際放送でも歴史的な背景も押さえていくの

がよいのではないか。また、多言語メディア部の報告で、新生児医療連絡会が“避難

所での赤ちゃんのためのＱ＆Ａ”をウクライナ語で紹介し始めたことを、複数の言語

で発信したとあった。避難所での過ごし方やちょっとした知恵など、経験から発信で

きる部分もあるのだと改めて感じた。ほかにも私たちの過去の経験から伝えられるこ

とがあるはずなので、発信を心がけてはどうか。 
 

○  今回の軍事侵攻は、情報戦の側面もあり、客観的で正確な報道を行うメディアの果

たすべき役割は大変大きいと感じている。ロシア語でのラジオ放送がロシア国内の多

くのロシア人に届くことを期待したい。情報統制が敷かれ、西側諸国も打つべき手が

なかなか見いだせない中、ロシア国内の人々が真実を知り、この戦争を止めようとい

う動きにつながることを期待したい。リトアニアから中波で、ラジオの送信がされて
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いるという話があったが、ロシアと国境を接しているという意味で、むしろエストニ

ア、ラトビア、フィンランドから電波を飛ばしたほうが、より多くのロシア人に発信

できるのではないかと素人ながら思ったが、そうではないのか。また、ＡＢＵ（アジ

ア放送連合）でＮＨＫは大変活躍しているわけだが、そのカウンターパートとして、

ＥＢＵ（欧州放送連合）もあると理解している。同じ公共放送として連携し、情報発

信をしていくということはあるのか。 
 
 

（ＮＨＫ側） ウクライナ公共放送が、キエフからリビウに避難し、リビウからインタ

ーネットのニュースチャンネルでニュースを配信しているが、ＮＨＫは、

このニュースを、昨夜（３月１４日夜）から放送している。また、ＢＳで

朝８時から放送している「キャッチ！世界のトップニュース」では、ロシ

ア国営テレビとウクライナ公共放送が、現地の状況をそれぞれどのように

報道しているかを取り上げ、２つの放送局が全く反対の内容を伝えている

ことも紹介している。 

  国連での各国の受け止めや姿勢などは、もう少し幅広く、網羅的に伝え

るべきだという点も、貴重な意見として、現場とも共有していきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 海外送信所については、短波および中波の送信所は限られている。リト

アニアの中波はかなり長距離の送信が可能で、ウクライナ、サンクトペテ

ルブルク、モスクワにも届く出力だと考えられている。リトアニア中継所

を今後も生かしていきたい。また、ＤＧ７（Ｄｉｒｅｃｔｏｒ－Ｇｅｎｅｒａｌｓ ｏｆ ７        

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｐｕｂｌｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｍｅｄｉａ）という協議体がある。ＮＨＫのほ

か、英ＢＢＣ、ドイチェ・ベレ、フランス２４の属するフランス・メディ

アモンド、ボイス・オブ・アメリカを含むＵＳＡＧＭ（ＵＳ Ａｇｅｎｃｙ ｆｏｒ    

Ｇｌｏｂａｌ Ｍｅｄｉａ）、加ＣＢＣ、豪ＡＢＣなど、世界に向けて発信している公

共メディアの経営者による会議で、緊密にオンラインミーティングを行い、

情報交換もしている。最近はスイス公共放送協会も加わり、８社がメンバ

ーになっている。多言語化については、国際放送としても、進めるべきだ

という考えを持っている。今回は、ＡＩの翻訳自動字幕サービスを既に８

か国語で行っていたことがベースにあり、ウクライナ語字幕への対応が迅

速に実施できた。有用性が高いＡＩ字幕は、積極的に進めていきたい。ロ

シア国民と、ロシアの権力中枢部とは分けて考え、ロシアの人々にも、イ

ンターネット、短波、中波によるラジオを通して、また衛星ラジオをＡＩ

スピーカーで聴いていただくなど、さまざまに工夫して届けていきたい。  

ＡＩスピーカーなど、簡単に聴けるような接続方式を取り入れ、多くのロ

シアの人に、ロシア語サービスで情報を伝えたいと思っている。 
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Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組

モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 中曽   宏   （㈱大和総研 理事長) 

委  員  中村 勇吾 （インターフェースデザイナー、tha ltd. 代表) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  今月は愛知特集を編成し、合わせて愛知県内で、名古屋拠点放送局と連携して国際

放送の番組や多言語サービスの広報活動を展開中、と報告を受けた。名古屋拠点放送

局と名古屋市が連携協定を締結し、名古屋国際センターに国際放送の広報ブースを新

設したことは、地域貢献や在留外国人へのサービス強化の観点から、朗報だ。今後も

連携が進んで行くことを願っている。 
 
 
＜ＮＨＫ Ｄｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅ「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」 Ｅｐｉｓｏｄｅ １ 

 （１月９日（日）9:10ほか） 
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「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」 １７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ 

（１月２１日（金）10:30 ほか） 
について＞ 

 
○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、不正との向き合い方という普遍的なテ

ーマに焦点を当て、職場におけるジェンダーバランスの不均衡、非正規雇用者の労働

環境など、日本社会の今を映し出す重いテーマに取り組んでいた。舞台となった大学

に限らず、さまざまな職場で共通する課題が含まれ、ブラックコメディーだが、視聴

者に自分ごととして感じさせるリアリティーもあった。大学における外部資金獲得の

要請や研究不正、内部告発とその処理問題、博士研究員（ポスドク）の雇い止めの問

題など、物語としてやや強調された部分もあるが、リアルに描かれており、取材の成

果の表れだろうと感じた。「ＮＨＫ Ｄｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅ」シリーズで取り上げる番

組の選択基準、ねらいについて教えてほしい。 
 「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ １７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ     

Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、１７の音節が世界を結ぶというタイトルのとおり、俳句を通じて人々

がつながる感動を描いた、良質な番組だ。俳句の世界と魅力をよく伝えていて、日本

の人々も学ぶことが多かったのではないか。「花」に関する句が多かったことにも親

近感が湧き、（外国人と日本人の）物の見方や感じ方の共通点も感じることができた。

俳人の黛まどかさんの論評は、作者の思いに寄り添う姿勢が印象的で、俳句の世界へ

のよい導き手だった。多言語で詠まれた俳句を、日本語と英語に翻訳して文字で提示

し、さらに音読するという試みも魅力的で、相互理解のための効果的な仕掛けだった。 
 

○  ２つの番組を通して、翻訳レベルの高さを感じた。「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ 

Ｃｒｉｓｉｓ」は、表面的で内容のないことばを重ねる主人公のせりふを、うまく英語に翻

訳している。日本語で畳みかける数種類のせりふを、一様に「Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ」として

いる場面では、微妙なニュアンスが伝わるように、工夫ができたらさらによかった。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、元の言語

から英語に翻訳したものを、完成度の高い美しい日本語にする難しさを想像すると、

翻訳に取り組んだ人の能力の高さを感じた。どのような点に配慮して翻訳したのか聞

きたい。 
 

○  国内で放送されたドラマシリーズを国際放送に編成するのは初めての試みというこ

とで、興味深く視聴した。組織の腐敗は、どこにでも存在しうる重要なテーマで、身

につまされながら見た。組織の中の弱者に焦点を当てていることも、各国で起きてい

る人種差別問題などと重なって見えた。世界の視聴者にも興味を持ってもらえたので

はないか。大学関係者の言動がデフォルメされ、コメディータッチな演出になってい

たが、コメディーというスタイルを選んだ意図とともに海外の視聴者の反応も知りた

くなった。ナレーションは、必ずしもストーリー上欠かせない情報を伝えているわけ

ではなく、流れが悪くなったり、主人公の行動に先入観を与えたりする心配もあり、

役割に疑問を持った。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」の、世界の人々

が、共通の題とルールに則って俳句を作る試みはすばらしい。新型コロナウイルス感
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染拡大の困難な時期に、自らの感情を表現する場となり、また異文化交流を促進し、

多様性や日本文化への理解を促すことにもつながった。日本人にとっても、俳句の理

解を深めるきっかけとなる良質な番組だ。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」の元番組、「今ここにある危機とぼくの好

感度について」は 2021年度文化庁芸術祭テレビ・ドラマ部門大賞を受賞しており、ド

ラマとして優れている。物語性もあり、キャスティングもよい。ただし、組織におけ

る不祥事についての実際の危機管理は、人の運命を変え、命さえ奪ってしまうケース

もあり、テーマが重過ぎて、コメディータッチのドラマ仕立てにはふさわしくないの

ではないかと感じた。ドラマの中で、内部告発したポスドクが、「研究の喜びを取り

戻したい、自分と現場に」と告発の理由を語ったが、大変重く、訴える力もあること

ばだけに、軽いタッチのドラマの中では浮いて聞こえた。また、番組では、もみ消し

や事なかれ主義が、今の日本社会が抱える矛盾として描かれているが、現実には日本

の組織文化は変化してきている。ガバナンスの重要性が浸透し、多くの企業はコンプ

ライアンスや透明性を重視している。ドラマとしておもしろくできているだけに、事

なかれ主義が今も日本の社会にはびこる、と印象付けることにならないか心配だ。最

終的に不正調査に乗り出すことに方向転換をした大学当局が、１か月後の定例会見で

そのことを公表していたが、この設定にも疑問を感じた。多くの組織は即開示を基本

としているはずで、臨時会見などで公表する組織文化に変わってきている。外国人に

知ってほしいのは、以前の日本の組織文化ではなく、それが変わりつつあることなの

ではないか。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」について、欧

州で俳句の愛好者が多いことは認識していたが、ほかの地域にも広がりを見せている

のは驚きだった。新型コロナウイルスの感染拡大により閉塞（へいそく）感が強まっ

ている中、生きることのすばらしさをあらためて世界の人々に訴えかけた。句は、ど

れも繊細さにあふれ、作者の見る風景が目に浮かんでくる作品で、あらためて人間の

情感は共通だと感じ、世界中のいがみ合いの虚しさにも思いが至った。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」では、少し前の日本組織が反映されている

ように感じた。危機への対応は、少しずつ変わってきているので、海外の人にどのよ

うな印象を持たれるか、懸念を抱いた。また、せりふの翻訳について、「正論にだけ

は気を付けろ、正しさなんぞ、なんの腹の足しになる。そんなものは隅田川のスナメ

リにでもくれてやれ」が、直訳で表現されていた。言いたかったことは別の意味だっ

たはずなので、意訳して字幕に反映させたほうがよかったのではないか。ナレーショ

ンは、俳優の演技やせりふで十分伝わるので、不要ではないかと思った。重ねて説明

することで、かえって野暮ったい感じになってしまい、もったいないと感じた。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、ＮＨＫ  

ワールド ＪＡＰＡＮならではの内容で、すばらしい。世界中の人々が俳句という日本

の文化に親しみを持ち、楽しんでいることに感動した。英語やほかの言語で表現され

た作者の感情がよく伝わり、気持ちが温かくなった。新型コロナウイルス感染拡大の

中で孤立を感じている人やミャンマーのような不安定な状況下にある人たちが、季節

の花々や自然を目にして抱く感情を表現することで、国際情勢と個人の感情との対比



 

 4 

が際立ち、人々の想いが強く伝わった。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」で、シリアスな社会問題をコメディータッ

チで描いた点は賛否両論あるだろうが、コメディーで共感を得る手法はよいと思う。

映画「パラサイト 半地下の家族」のように、深刻な問題を、共感できる物語として描

く作品が多い韓国のドラマを思い出した。各地の映画祭でも格差や貧困の問題を取り

上げた作品が話題だが、日本人もコメディーで社会問題についてさまざまな表現がで

きるのだと印象づけられるのではないか。ただし、このドラマで描かれた世界だけが

日本だと思われないように、今後のＤｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅではさまざまに日本を表現し

てほしい。翻訳はおおむねよかったと思うが、そのまま直訳するとわからないところ

があるので、今後、さらに研究してほしい。日本文化への理解が乏しい視聴者にどの

ように説明するかは悩ましいところだが、場所によって、ナレーションが理解を促す

こともあるのではないか。導きすぎると説明過多になるので、効果的な入れ方が課題

だと思う。タイトルについて、危機管理と好感度を組み合わせた現代的なテイストに

したねらいはわかるが、英語を母語とする感覚からすると、ことばが素直に頭に入っ

てこない。今後のＤｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅに向けてはタイトルについても検討してほしい。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、日本の文

化をグローバルに発信したこと、オンラインで句会を実施した点が、新しい展開で効

果的だった。映像が美しく、出演者も参加者も気持ちがこもっていてよかった。俳句

のほか、落語を英語化するチャレンジなど、日本文化の発信の取り組みを続けてほし

い。また、俳句がグローバルな存在になっていることを、国内の日本人にも知ってほ

しいので、国内の放送も実現してほしい。イラン、インド、ミャンマー、ロシアから

の参加者のほか、中国や韓国、台湾の俳句愛好家もハイライトできればよいと思った。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」には、大変引き込まれ、インターネットで

検索して続きのエピソードも見た。組織腐敗のテーマにおいて、アメリカのドラマや

ドキュメンタリーでは、特定の悪者のボスを設定しがちだが、このドラマは、組織、

集団の全体的な空気や気分の構造を扱ったところが日本らしいと感じた。未解決の、

深刻な社会問題を、コメディーのテーマにするのはよいと思う。むしろコメディーの

目的の一つは、そのようなテーマを広く共有することにあると思う。ナレーションは、

説明的なトーンで語られていて、ドラマの雰囲気とあまり合っていないように感じた。

声の質、語り方をもう少し繊細に演出したほうがよいのではないか。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」ついて、英語

をはじめとする多言語による１７音節の俳句を、初めて音として聞くことで、新鮮に

感じ、言語ごとの音節やリズムの関係がよくわかった。英語は５・７・５の音節が際

だって聞こえず、一方ミャンマー語は、日本語と同様、５・７・５のリズムを感じや

すい。各言語で俳句を詠む際、音節による構成だけでなく、読みのリズムも共有する

ことを目指しているのか、など新たな興味も湧いた。 
 

○  ２つの番組は、共に日本文化をさまざまな手法で発信する挑戦という意味で、ニュ

ースやＳＤＧｓ関連の番組に加え、国際放送として新鮮でよい取り組みだと思う。 

「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、シリーズを通して、問題の複雑さや矛盾
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といったキーワードが物語の中に含まれ、よく構成されている。日本のドラマの構成

力が落ちているという意見も聞くが、これは最大限挑戦しているドラマシリーズだと

思う。ただ、危機対応上、内部告発者の名前を、理事たちや広報担当者に明かすのは

ありえないことで、しばらく前の設定だったとしても、日本の大学や組織のコンプラ

イアンス意識が相当弱いという印象になるのが気になった。そのような弱点があった

ことを明らかにしているのはかまわないが、今でも続けていると見られると、恥ずか

しい。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」について、多

言語から英語にして、さらに黛まどかさんが日本語の俳句にする、というのは大変な

作業だったと思う。イメージを捉えて日本語の句に作り直す試みは、ＮＨＫの企画と

してオリジナルなものなのか、あるいは、黛さんなどがすでに実施しているのか、背

景を知りたい。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は好きなタイプのドラマで、本当におもし

ろかった。日本の、変わりつつあるかもしれないが、旧態依然たる縦社会、排他性、

事なかれ主義、体制に順応することや出る杭は打たれるといった傾向が見事に露出し

ていて、外国人が見てどう感じるのか気になった。ただ、正論が通らない、保身を優

先させる、などは、世界中で常に起こっていることで、ガバナンスや説明責任などに

基づく対応のスキルはうまくなっても、問題の本質は、変わらず存在し永遠の課題だ。

そのような点を正面から扱い、あえてコメディータッチで表現するのは、意義深く、

ＮＨＫならではのよい試みだ。タイトルについては、ほかに、うまく印象づけるよう

なことばがないのかと疑問を感じたが、今後の課題だと思う。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」について、俳

句は日本の伝統的な文化だと思っていたが、すでに国際化しているのだと、目からう

ろこが落ちる思いがした。１７の音節の枠内で詠む、季語を入れる、などのルールの

中で心象風景を表すチャレンジには、ゲーム性が伴い、国際性が内在しているのだと

気づかされた。 
 

○  「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、登場人物の演技が非常にわかりやすく、

海外の視聴者にも十分理解されるのではないかと感じた。ただ、このドラマを見た海

外の視聴者に、日本の大学はこのようだと思われることは残念だと感じた。英語字幕

は、よくできていると思ったが、大学の訳として、カレッジとユニバーシティが混在

していた。カレッジというのは、通常、単科大学を指すことから、ユニバーシティの

ほうが正しいのではないか。タイトルについて、好感度を保つことを第一目標に生き

てきた主人公が困難を経験する中で、やがては正義に向かって立ち上がるので、  

「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ」というタイトルは本ドラマの趣旨と合っていないのではな

いかと感じた。韓国の歴史ドラマはアジアで非常に人気が高いが、ＮＨＫは大河ドラ

マもあり、さまざまな歴史ドラマを制作している。今後、海外市場を開拓するという

観点から国際放送で歴史ドラマを取り上げる予定はないのか。 
 「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、１５分の

番組とは思えないほど深く、広がりがあり、秀逸な番組だ。新型コロナウイルスの感

染拡大で心が沈みがちなときだからこそ、生命の尊さを１７音に込めることが、世界
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の多くの人々に受け入れられるのではないか。海外に俳句を知らしめ、普及させよう

という黛さんの努力に感動した。ミャンマー人の俳句へのコメントとして、ミャンマ

ー情勢を思いやった深みのある発言をされていて好感を持った。多様な国の人々が自

分の言語で俳句を創作し、味わい、楽しんでおり、俳句の国際的な通用性を再認識し

た。参加者が、人生を変えるものとして、また故郷の風景や家族とつなぐものとして、

深い洞察から俳句を詠んでいたことが印象的だった。この番組を見て、新たに俳句を

始めたいと思った人も多いのではないか。 
 

○  「１７ Ｓｙｌｌａｂｌｅｓ Ｕｎｉｔｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ： Ｈａｉｋｕ ｉｎ ｔｈｅ Ｐａｎｄｅｍｉｃ」は、短い時間

の中に、深く凝縮された質の高いメッセージ性を込めた内容だった。年代も、参加者

の出身国にも多様性があり、１５分という短い時間の中で、すばらしい映像と豊かな

物語を感じる番組だ。 
 「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、ブラックコメディーで、エンターテイ

ンメント性のある番組だったので、楽しく視聴した。日本に住む日本人は、このスト

ーリーの中に出てくる組織のひずみ、雇用の正規・非正規についての社会問題を共通

の認識として理解しているが、日本の社会問題に対する知識がさほどなければ、投げ

かけた問いが届ききらないこともあるかもしれないと感じた。 
 
 
 

（ＮＨＫ側） 来年度からＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで、ドラマ制作現場と連携して、

本格的にドラマの国際発信を目指すことを考えている。今回の「Ｈｏｗ ｔｏ 

ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、トライアルとして制作しており、タイトル、

ナレーションの入れ方や翻訳は、今日のご意見も参考に、改善していくつ

もりだ。ナレーションは、オリジナルの日本語版に忠実に翻訳して入れた

が、海外視聴者の反響も参考に、今後のあり方を検討していきたい。今回

は字幕版だが、現在、ロサンゼルスで吹き替え版も制作しているので、吹

き替え版と字幕版を併用して展開することを考えている。タイトルもさま

ざまな人の意見を聞いたうえで決めたが、さらに研究していきたい。アメ

リカでは、複数のＰＢＳ局、ロサンゼルスＫＣＴの姉妹局ＬｉｎｋＴＶなどか

ら配信の要望があり、よい手応えを感じている。また、シリーズ全エピソ

ード、５本すべて、ＶＯＤで視聴も可能になっている。 
 

（ＮＨＫ側） 今は、シリーズドラマが、海外との文化コミュニケーションの有効なツ

ールとして世界のドラマ視聴の主流になっていると認識している。そこで、

国際放送局とともに一昨年からシリーズドラマの国際発信について検討

を続け、Ｄｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅという枠で、実現することになった。この枠

では、原則として、総合テレビの土曜ドラマの英語版を発信していく。日

本社会への誤った認識を発信することがないよう、最大限注意を払い、さ

まざまな観点から意見を取り入れて、日本のドラマや文化発信に貢献する

内容にしていきたい。ドラマは、人間の愛情、嫉妬、権力、支配欲など、

世界共通の要素に、土地特有の文化や特性を加えて実らせた、いわば、魅
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力的なフルーツとして提供するもので、結果的に土地独特の味が生まれる。

世界と関わっていく際には、独特の味がコミュニケーションの材料として

重要な要素となる。世界が直面しているグローバルな課題に対して、日本

でどのように対処しているのか、その特性を発信していくこともドラマの

役割だ。「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」は、日本の、ある種遅れ

ていると捉えられかねない側面も見えたので、今後のシリーズでは、日本

の先進的な部分も見せていきたい。土曜ドラマは、社会派ドラマが多かっ

たが、バリエーションを広げていきたいと考えており、たとえば、ＡＩと

日本の若者の関係を軸にＳＦ的な要素のあるドラマにも挑戦したい。また、

これまでＢＳを中心に放送してきた時代劇の新しいスタイルについても

考えてみたい。１シリーズあたりのエピソードは５本ほど、年間４シリー

ズ、トータルで年間２０本程度発信していく。これまでのドラマ制作の手

法をグローバルな観点から考え直すきっかけにもしたい。 
 
（ＮＨＫ側） 今回は、ドラマを通して日本理解を広める、チャレンジの第１弾として

「Ｈｏｗ ｔｏ ｂｅ Ｌｉｋａｂｌｅ ｉｎ ａ Ｃｒｉｓｉｓ」の英語化に取り組んだ。今後は、

タイトル、ナレーション、翻訳ともに、より目的に沿う、効果的な英語化

のスキームの構築を検討していきたい。ナレーションはもともと国内向け

の番組の中にあったものをそのまま英語化したが、海外の視聴者に向けた

アレンジをしてもよかったかもしれない。日本語のタイトルを元に英語の

タイトルを決めるのは難しい作業で、ドラマ制作者とともに英語字幕の原

稿を担当したリライターとも協議を重ねて、オリジナル番組のメッセージ

を壊さぬ様に考えた。より英語的発想からタイトルを考えることも含め、

今回の経験を次の作品に生かしていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 多言語メディア部では、長年「季語でめぐる日本」というラジオ番組を

放送し、１７言語で、俳句のすばらしさを伝えてきた。今までは、当該言

語と日本語だけで作ってきたが、今回は英語の番組としてどのように作り

上げるか、試行錯誤しながらまとめ上げた。俳句の愛好者は世界に非常に

多く、ラジオ番組がきっかけで、人気が広まっていたり、ＳＮＳ上に俳句

グループができたりしている現状があり、なるべく広く取材し募集をかけ

た。英語と日本語の句会は、黛さんが2021年春に１度開催していたので、

そのときに採用されていた、両言語版をセットとして紹介する、というス

タイルを今回の番組にも取り入れた。翻訳のプロセスについて、多言語で

俳句を募集し、まず日本語と英語の直訳を準備したうえで、作者の背景を

取材、作者の意図や気持ちについて聞き取りを行った。取材結果を盛り込

んで、改めて英語と日本語で作者の気持ちを１７音節に込めるよう仕上げ

ていった。写真との組み合わせや、音楽についても、制作側が作者の意図

をくみ取りながら模索し演出を考えた。日本語では５・７・５がリズミカ

ルだが、ほかの言語だと、韻を踏む場所が決められ、ことばを途中で区切

れないなど、必ずしもうまく成立しないことも生じたが、きれいな５・７・

５に聞こえなくても音節で１７音節になっていることを優先的なルール
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として取り組んだ。多言語メディア部では、新型コロナウイルスの感染拡

大を機に、ニュースに関連する速報をＳＮＳに投稿したり、生命・財産を

守る情報を国内の在留外国人向けに発信したりしているが、同時に、困難

な状況に寄り添いながらも、日本文化を発信する方法はないか、考えなが

ら挑戦を続けている。落語を材料にできないか、など含め検討を続けたい。 



1 

２０２２年 １月 国際放送番組審議会 
 

２０２２年１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８７回）は１８日（火）ＮＨＫ放送セ

ンター（ウェブ会議）で９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続き、

「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」、「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」について説明があり、

意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、

会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  トンガ火山噴火による津波の情報発信について、気象庁発表の電文を自動で作画し、

多言語サイトに掲載するなど、最新の技術を駆使した対応が進化していると感じた。災

害情報の需要は高く、特にアジア太平洋地域向けの情報は重要だ。電文の掲載を、英語、

中国語、ベトナム語、韓国語、ポルトガル語の５言語で実施した理由は何か。 
 

（ＮＨＫ側） ウェブサイトで対応している言語のうち、日本に在留する人口が多い順に、

５言語を選んでいる。人口が多い、ネパールとフィリピンについては、英語

を解する人が多いことから、現地語についてはまだ対応していない。現地語

のニーズが高いベトナム語を、去年秋に追加した。 
 

○  名古屋大学でのプロモーション活動について、参加者数が少ない印象を受けたが、広

報の連携が取れていたのか。 
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（ＮＨＫ側） 今回はワークショップの形式のイベントで、よく意見を聞けるよう人数を

絞った。広く参加者を募る際には、大学側と連携して広報に力を入れたい。 
 
 
 
＜「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」 （１２月２５日（土）１０:１０ ほか） 
「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」 （１２月１１日（土）９:３５ ほか） 

について＞ 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」では、エンターテインメント業界における新型コロナウ

イルス感染拡大の影響への対応を入り口に、人種差別、多様化の実現、発信のデジタル

化など、今日的な課題の議論が展開し、内容が濃かった。業界の厳しい実情を当事者が

語ることで、深刻さや苦境を乗り越えようとする意志が伝わった。また、デジタル・プ

ラットフォームの拡大など、文化が変容しつつあることも実感させられた。ゲストの 

ヴァネッサ・ウィリアムズさん、デイビッド・ルーニーさん、宮本亜門さん、という人

選は、人種的、職業的なバランスがとれており、多様な視点を示すことができたと思う。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」では、地球温暖化による海面上昇、特に

都市型水害への影響の深刻さを、改めて考えさせられた。番組の後半、雨水を資源とし

て利用するプロジェクトが紹介されたが、害を益に変える、発想の転換で学ぶことが多

かった。元墨田区職員の村瀬誠さんが日本で実践してきた経験が、バングラデシュでの

生活環境の改善に生かされていることを知り感動した。司会のキャサリン・コバヤシさ

んとゲストのジャーナリスト、グレッグ・ダルトンさんの話はテンポも内容もよい。ア

メリカ公共放送ＰＢＳの地域局との連携が生きており、今後も続けてほしい。 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」について、５０分は長いのではと思ったが、進行がスム

ーズで、結果的には長く感じなかった。宮本さんが、「感染拡大を防ぐため不要不急な

外出を避ける、という原則の中、劇場は必要なものか、という議論があった」と発言し

たが、英語ではエッセンシャルかどうか、と表現されていた。エッセンシャルではない

仕事、という見方は、従事する人にとっては受け入れがたいと思う。エッセンシャル、

ということばの使い方は難しいと感じた。経済的な打撃があり、必要な仕事なのか悩み

ながらも、発信のデジタル化などを模索するエンターテインメントの姿は、たくましく、

頼もしいと感じた。後半は、議論が一体化していたが、最初、リモートで参加の宮本さ

んが入り込めていない印象を受けた。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」は、具体的な対策に焦点をあてていた点

がよかった。アメリカの水害対策の担当者が、500年先の災害に対応できる構造は無理

でも、次の世代の礎になるものを目指すと発言したのが印象に残った。 
 

○ 国際放送が、アメリカを戦略的な重点地域とし、全米の公共メディアに番組を配信す

る団体、ＡＰＴ（Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐｕｂｌｉｃ Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ）と連携を進めていることは心強い。ニ

ュースのほか、高品質な番組の配信を進めている点も評価できる。「ＧＬＯＢＡＬ      

ＡＧＥＮＤＡ」は、ニューヨークのスタジオを効果的に利用し、見応えのある内容だ。多
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くの問題を抱えるアメリカだが、市民社会が強じんで健全な力を内包していることを、

日本との対話の中で描き出すことができた点は重要だ。スタジオの高雄美紀キャスタ

ーはテンポよく、的確に議論を深めていた。ゲストのヴァネッサさんとデイビッドさん

もよい人選で、全体状況を深く見ており、アメリカ人視聴者にとっても見応えのあるや

り取りだったと思う。ヴァネッサさんが、「Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ ｉｓ ａ ｆａｃｔ， ｂｕｔ ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ    

ｉｓ ａ ｃｈｏｉｃｅ」（社会は、すでに多様な人たちにより構成されているものだが、すべて

の人を生かす、包摂性
インクルージョン

を実現するには努力が必要だ。）ということばを引用したが、

含蓄が深く、アメリカ人ならではの発言だと感銘を受けた。宮本さんは後半、アジア人

のヘイト問題について言及したが、その発言を十分生かすには、冒頭から宮本さんの存

在感をもっと示しておいた方がよかった。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」もニューヨークスタジオを生かした取り

組みで、ＳＤＧｓの目標に適したテーマの番組だ。墨田区の事例など、ローカルな取り

組みで、かつグローバルな可能性がある例を取り上げたのはよかったが、国内の若い世

代の取り組みも紹介できればよかった。 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」では、スタジオゲストの３名が業界を代表するベテラン

で、取材ＶＴＲの中では、新世代のアーティストが紹介された。エンターテインメント

のデジタル化においては、ＢＴＳ、ＢＬＡＣＫＰＩＮＫなどのＫ-ＰＯＰ勢や若い日米のアー

ティストに最先端の動きがある。彼らもスタジオゲストに起用すれば、さらに議論が深

まったのではないか。また、動画配信サービスは短いコンテンツが多いことを考えると、

３０分程度の方が見やすいと思う。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」は、大規模水害に対する各国の取り組み

がわかり、有意義な番組だが、雨水利用の方法を日本からバングラデシュに伝えている

という内容について、雨水利用自体は新しくないのではないかと思った。各家庭のタン

クに雨水をためて利用しているものの、対応し切れない水害が発生しており、主要幹線

道路の冠水、都市機能の麻痺などが日常的に起こっている国では、そうした危機に対応

する技術を紹介した方が役立つのではないかと思った。 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」では、ショービジネスが本質的にビジネスモデルを変え

つつあること、また、社会全体にポジティブな影響を与える可能性についてもうまく示

していた。ただし、日本発信のメッセージが弱いのは残念だ。具体的な例としてあげら

れていたのはＢＴＳで、オンラインコンサートが世界的に成功したことなどは注目に

値する事象だが、日本のショービジネスの変革については発見が少なかった。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」では、気候変動による影響に対する各国

での取り組みを共有し、効率的な対策を探ることができる意義が大きい。ニューヨーク

の地下鉄の浸水対策と渋谷駅の貯水システムはうまく結びついていた。一方、バングラ

デシュの例は、日本による貢献という意味合いから取り上げたのかもしれないが、雨水

をタンクにためる手法が、水害を防ぐ最善の手法となる貢献かどうか、はっきりしなか

った。日本の最先端の取り組みや対策をもう少し丁寧に紹介した方がよいのではない

か。 
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○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」は、新型コロナウイルス感染症に対応するエンターテイ

ンメントの力がテーマになっているが、パンデミックで影響を受けた産業はエンター

テインメントだけではない。エッセンシャルサービスに従事している人たち、日々感染

リスクに命をさらしている人たち、病院やレストランも新型コロナウイルスの影響を

大きく受けた業種だが、これらの業種に対して言及がなかった。キャスターが、ほかの

業界についても触れるなど、配慮があった方がよかった。後半は見応えがあり、特にデ

ジタル化については、今後の可能性が感じられ、分断が生じた現実の中で、エンターテ

インメントのポジティブな力を印象づけた。分断をなくし、社会のインクルージョンを

実現していくことに、エンターテインメントの力を生かす考えについて聞くことがで

きた点がよかった。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」の冒頭の音楽が「スケーターズ・ワルツ」

だったが、氷上を舞うスケーターの優雅なイメージと水害がミスマッチで違和感を持

った。内容は、気候変動による水面上昇のリスクをＩＰＣＣ（Ｉｎｔｅｒｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌ Ｐａｎｅｌ 

ｏｎ Ｃｌｉｍａｔｅ Ｃｈａｎｇｅ）の報告書や識者の意見、晴天でも海面上昇による高波が洪水を

もたらす、いわゆるサニーデイ洪水などの実例を含めて紹介していてわかりやすかっ

た。後半に紹介された日本の雨水利用の例は、渇水、地震、津波の際にも役立ち、「流

せば洪水、ためれば資源」ということばどおり、持続的な都市の発展に貢献する方策で

あると学んだ。世界に対して日本ができる貢献は何かを考えると、バングラデシュへの

雨水利用の応用も意味がある。司会者のキャサリンさんと、ゲストのグレッグさんが、

テーマが深刻なのにもかかわらず、軽妙なおしゃべりを交えてスタジオの雰囲気を明

るくしていたのは、アメリカ人的なユーモアなのか、慣れない雰囲気だった。もう少し

深刻さを演出してもよかったのではないか。 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」では、エンターテインメント業界の現状、デジタル化加

速の中で取るべき道についての考察、さらにアメリカ社会が分断されている中で求め

られる役割、と３部構成の議論が効果的に積み重ねられていた。最初は、出演者も緊張

していた印象だが、デジタル化をテーマにした中盤から雄弁になり、引き込まれた。エ

ンターテインメントのオンライン配信、動画配信サービスや新しいプラットフォーム

が拡大する中、対抗か共存か、その選択に関心があったが、番組では、互いに共鳴し合

ってエンターテインメントをさらに進めていこうという大きなビジョンが示された。

同時に小さな演劇集団のクリエイティビティーについても語られており、まさにたく

ましいエンターテインメントの力が示され、評価に値する番組だ。東日本大震災につい

ても触れ、危機とエンターテインメントという広い視点で議論が展開された点がよか

った。環境問題やカーボン・ニュートラルについては、メディアも専門家も、マクロな

視点で事象をとらえる傾向があるが、「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」では、

生活の知恵や、生きるための具体的な知恵が示されているところがよい。また、遠い将

来ではなく、次の世代に引き継げることを実施し、子どもたち世代を私たちで守ろう、

というメッセージは、実現可能で重要な感覚だと感じた。 
 

○  「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」は、以前の東京スタジオでの収録では、日本の出演者が

スタジオ、海外の専門家がリモートで出演していた。今回は、逆のパターンで新鮮だ。

業界を代表する出演者がそろっていることを見て、ニューヨークでの収録のメリット
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が大きいと思った。前半の、新型コロナウイルス感染拡大の影響への対応の議論の後、

世論調査の結果を挟んで、人種差別問題に話が移る部分は、転換がややぎこちなかった。

また、宮本さんがうまく会話に加われなかった印象との意見も出たが、収録時の通訳の

体制について聞きたい。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」で、ゲストのグレッグさんが、明るく話

をしていたことが印象に残った。環境問題は深刻であるがゆえに、トーンが重々しくな

りがちだが、グレッグさんはテンポよく魅力的で、雰囲気を明るくしていた。 
 全体的に、ニューヨークスタジオがよく活用されている。参考番組として見た   

「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」もニュース項目が海外視聴者向けによく練られていると思っ

た。 
 

○  どちらの番組も見応えのあるよい番組だった。「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」は、ニュー

ヨークスタジオを活用した番組として、今後の１つのモデルになるのではないか。エン

ターテインメント産業が盛んで、世界中から観光客が集まり、ブロードウェイもあるニ

ューヨークに適したテーマで、出演者の人選もよい。アメリカの視聴者に見てもらいた

い、という攻めの姿勢が見える。宮本さんが日本語で話す場合、アメリカのメディアに

よる番組では参加が成立しにくいと思うが、ＮＨＫだからこそ、成立させることができ

たのではないか。ニューヨークスタジオを活用することにより、日本からの発信を実現

して、日本の状況をアメリカと対比させる形で伝えることができたことを評価したい。

今後も同様の取り組みを広げてほしい。 
 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」は事例が豊富でメッセージもクリアだっ

たが、アジアの視点にはもう少し工夫が必要だと感じた。バングラデシュを含む多くの

国では、雨期になると洪水が起き、地域全体が影響を受ける。水道が十分に普及してい

ないところでは、もともと雨水をためて生活水にしているので、そうしたアジアの視点

を生かせるとよかった。 
 

（ＮＨＫ側） 「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」の冒頭、宮本さんが議論に入り切れていなかっ

たという指摘があった。毎回、収録では、進行するにつれて議論のエンジン

がかかってくる傾向がある。最初から魅力ある番組にするため、工夫が必要

だと認識している。今回は、収録時に宮本さんの日本語がうまく英語になっ

ていなかった部分で、宮本さんが議論に入り込めなかった面もあるかもし

れない。リモート収録は工夫が必要だが、コロナ禍により、今、話を聞くべ

き世界中の人たちとつなぐことができるようになったのはよい点だと考え

ている。今回は、アメリカに拠点を置くことで、これまで実現できなかった

レベルで、日米両方を代表する出演者に集まってもらえることに気づいた。

番組の作り方も大きく変わってきて、新しい可能性が広がったと考えてい

る。 
 

（ＮＨＫ側） ゲストにうまく会話に参加してもらう工夫は、司会者によるところが多い。

番組の収録前に、司会者とともに、３０分から１時間ほどゲストに事前取材

を行い、理解を深めたうえで収録に臨んでもらっている。今回は、ニューヨ

ークをメインスタジオとした最初の収録で、司会者の高雄さんが、アメリカ
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のゲストとファーストネームで呼び合いながら打ち合わせを行い、雰囲気

づくりに努めた。こうした工夫はまだ改善の余地がある。リモート出演者を

映すモニターの大きさや位置を変えるなど、より改善していきたい。ＢＴＳ

は、去年注目されたアーティストなので、デジタル化の象徴的な存在として

紹介したが、日本国内の要素や視点にも留意できたらよかった。エッセンシ

ャルという表現については、宮本さんの発言にもあるように、東日本大震災

以降、エンターテインメントの存在意義は何かをずっと探ってきた中、出て

きたことばで、エッセンシャルという表現が適していると考えた。一方で、

エッセンシャルワーカーは、病院やレストランの従事者などを含む表現で

あり、キャスターがフォローするなど、もう少し工夫することもできた。新

型コロナウイルス感染症に関するテーマの番組については、今後も留意し

て制作したい。 
 

（ＮＨＫ側） 宮本さんの通訳は、収録時は同時通訳で行ったが、その後、発言を受けて

リライトしたものを放送時の吹き替えに使用した。収録時の同時通訳者が

臨機応変に対話を通訳できるかどうかにより、日米の出演者の議論のかみ

合い方が決まる面もある。 
  「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」は、アメリカ公共放送ＰＢＳ

と連携して制作しており、今回は、ＮＪ ＰＢＳというニューヨーク・ニュ

ージャージー地域の局と共同制作を行った。ニューヨーク地域にとっても

重要なテーマである都市水害について、ホーボーケンを取り上げて考える

内容になった。ゲストのグレッグさんは、サンフランシスコ地域で、長年 

「Ｃｌｉｍａｔｅ Ｏｎｅ」という環境番組のホストを務めており、どのように伝え

れば、視聴者が耳を傾けてくれるのか、経験が豊富だ。アメリカや世界の視

聴者に届けるために、グレッグさんをゲストとして起用し、スタジオのやり

とりもビビッドなものを目指している。ほかにも、さまざまな環境問題があ

るが、この番組については、グレッグさんの経験やキャラクターを生かした

ものになっている。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」について、生活に根ざした話

題を取り上げていることを評価いただき、感謝している。アメリカ公共放送

ＰＢＳは、ローカル重視の局であることが特徴だ。ＰＢＳの各局と連携する

ことでローカルな話題にリーチできることを実感しており、この番組の 

１つの特徴になっていると考えている。 
 

（ＮＨＫ側） バングラデシュでの雨水利用について、村瀬さんの、雨水が平和につなが

るという思想、発想の転換という部分に共感し取材を進めた。生活環境や課

題は違っても、視聴者に、雨が降る度に何かしら感じてもらえたらという思

いで、村瀬さんとバングラデシュの取り組みを紹介した。雨水タンクがあっ

ても洪水が後を絶たない地域があったり、トンガの火山の噴火で、雨水タン

クに火山灰が入ることが心配されているが、雨水タンクの普及という目的

だけでなく、村瀬さんの発想から、問題解決のための協力や貢献の意義を伝
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えることができるのではないかと考えた。ほかにも、都市災害を防ぐ技術が

国内で開発され、さまざまに輸出されているので、日本の最先端の技術につ

いては、今後も紹介できる機会があると思う。 
 

（ＮＨＫ側） ＰＢＳのうち、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮを２４時間配信している局は、

世界の動きに対して関心がある視聴者が多い地域とも言える。そうした地

域で、日本の情報を伝え、ともに環境問題に取り組む企画を実現する意義は大

きく、「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ ２０５０」の中でも、日本の情報を効

果的に紹介することを目指している。スタジオは、日本とアメリカ、世界を

つなぐ架け橋の役割を果たしている。今後も、アメリカのローカル取材での

連携、日本の取り組みの発信、そして、ニューヨークのスタジオを効果的に

組み合わせながら、新しい試みを続けていきたい。 



1 

２０２１年 １２月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年１２月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８６回）は２１日（火）ＮＨＫ放

送センター（ウェブ会議）で９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「２０２２年度国際放送番組編集の基本計画（案）」の諮問にあたり、説明を行った。 
審議の結果、番組審議会として原案を可とする旨、答申することを決定した。ひき続き、

「Ｓａｈｅｌ Ｒｏｓａ－Ａ Ｗａｒ Ｏｒｐｈａｎ’ｓ Ｊｏｕｒｎｅｙ」について説明があり、意見交換を行った。

最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  イギリスを中心に導入が進んでいる番組制作の環境認証「アルバート認証」の検証

など、最先端の動きに目を配りつつ、国際放送の存在価値を高める努力をしているこ

とを評価したい。正籬副会長がＡＢＵ（アジア太平洋放送連合）の会長に就任したと

いうことだが、会長の任期は何年か。また、ＮＨＫとして、どのような目標を掲げて

いるのか知りたい。 
 

（ＮＨＫ側） ＡＢＵ会長の任期は３年だ。ＮＨＫがＡＢＵの発足に深く関わった経緯

もあり、韓国のＫＢＳ、トルコのＴＲＦ等各国の主要な放送局とともに主

導的な役割を果たしている。アジア地域は災害が多く、災害報道での連携、

協力を進めることを目標の一つとして、映像素材を交換するなど各国のニ

ュース番組をお互いに放送できる取り組みも行っている。今回、正籬副会

長がＡＢＵ会長に就任したことを受けて、ＡＢＵの一層の発展に尽力して



 

 2 

いきたい。 
 
 
＜「２０２２年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について（諮問・答申）＞ 
 

○  国際放送局長からの説明と、先月の審議会の意見交換も踏まえて、「２０２２年度

国際放送番組編集の基本計画（案）」は、原案どおり可とする答申をしたいが、異議は

ないか。 
 

○  異議なし。 
 

○  原案を可とし、答申することにする。 
 

（ＮＨＫ側）  答申いただき、感謝申し上げる。番組審議会で答申を得たので、この後、

この「基本計画案」を１月の経営委員会に提出する。経営委員会の議決が

得られたら、来年度の具体的な番組編成を決定し、２月の番組審議会で 

「２０２２年度国際放送番組編成計画」として改めて説明する。 
 
 
＜「Ｓａｈｅｌ Ｒｏｓａ－Ａ Ｗａｒ Ｏｒｐｈａｎ’ｓ Ｊｏｕｒｎｅｙ」 

 （１１月２０日（土）10:10 ほか）について＞ 
 

○  以前、イラン出身の俳優、サヘル・ローズさんが、いじめを経験した人たちが自分

らしく生きられるようになったきっかけを紹介する番組、「ＦＡＣＥＳ」に出演してい

るのを見て感銘を受けた。「Ｓａｈｅｌ Ｒｏｓａ－Ａ Ｗａｒ Ｏｒｐｈａｎ’ｓ Ｊｏｕｒｎｅｙ」は、７年間

に渡り取材することで、サヘルさんの人生の物語により深く迫る、高品質な番組だ。

ＳＤＧｓの１６番目の目標「平和と公正をすべての人に」に関連する番組として、国

際放送のＳＤＧｓのウェブサイトで掲載されているが、番組の中でも紹介できればさ

らによいと思う。サヘルさんが旅で出会ったヤジディ教徒、イランから避難してきた

クルド人家族やバングラデシュの人たちの話が紹介されていたが、これらの国の人々

や人道支援コミュニティーなどからどのような反響があったのか知りたい。 
 

○  サヘルさんと、彼女を養女にして育ててきた母のフローラさんの人生や心の軌跡が、

貧困や差別、不安と孤独、愛と信頼が複雑に交錯する中で描かれた、秀逸な作品だ。

番組の進行とともに物語が広がり、時間的にも空間的にも問題が深められていくとこ

ろが重層的で、高水準の作品だと感じた。今も心の傷が癒えず、不安を抱えながらも、

自らの姿を映像に収める決断をしたサヘルさんに感謝し、ディレクターが時間をかけ

てサヘルさんと信頼関係を深めたことにも敬意を表したい。サヘルさんは、自分がフ

ローラさんからすべてを奪ったと考えて、恩返しではなく償って生きていきたいと語

っていたが、その言葉の深さが強く印象に残った。幸せになるのが怖い、母が安心す

る自分でいたいという、彼女の心の内側から出た言葉や痛みの表出が、切なかった。
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イラン・イラク戦争が残した傷跡が随所に映し出され、また、日本で暮らす在留外国

人を取り巻く厳しい環境の一端も浮き彫りにされていた。視聴者に、見えない現実や

気づきにくい課題を改めて突き付け、考えさせる点でも、よい番組だと感じた。なお、

英語版のタイトルだが、やや平板に感じられるため、少し工夫があってもよかったか

もしれない。 
 

○  大変感銘を受けた。多くの視聴者にとっては遠い場所で起きている悲惨な状況を、

サヘルさんの人生の物語を通して身近に感じさせ、歴史的な情報も適宜加えることで、

教育的にも意味が大きい番組だ。国際社会では、日本は、なかなか難民を受け入れな

い国と認識されているが、フローラさんとサヘルさんがどうして日本に来ることにな

ったのか、もう少し詳しい説明が欲しかった。 
 

○  サヘルさんが経験されてきた厳しく、耐え難い体験を、正直な深い言葉で語ってく

れたことに感謝したい。戦争孤児としての孤独と、今まさに母を失うかもしれないと

いう、母の病気と向き合う中で感じる孤独、二つの孤独について語るサヘルさんの言

葉はどれも心に響いた。今、いじめを受けていて居場所がないと感じている人、家庭

内に問題がある人や同じように孤独を感じている人たちにも響くメッセージだったと

思う。日本の難民受け入れ状況は、国際社会から見て後ろ向きで、消極的な政策がと

られていると思うが、そのようなことも番組の中で紹介すべきではなかったか。また、

サヘルさん自身が俳優であることで、紡ぎ出される言葉の１つ１つに力があり、苦難

を抱えるヤジディ教徒の女性たちと相対する中で涙して語る言葉は、正直な気持ちの

発露であることは間違いないが、俳優として役に没入しているようにも見えてしまう

という面もあったと思う。ヤジディ教徒の女性の１人が、「多くの人が訪ねてきて話

を世界に伝えると約束したが、何も起きず何も変わらない」と言っていた、その言葉

について、責任を感じる重い言葉だと思った。人々の気持ちを消費するだけではなく、

行動につなげていかなければいけない。サヘルさんへの関心に重点を置くことで、ヤ

ジディ教徒の人たちの気持ちや状況への関心が低くならないようにしなければならな

いと感じた。 
 

○  サヘルさんが俳優だということを気にしすぎてはいけないと思うが、カメラの前で、

若干、演技めいたものが出ていなかったかと気になってしまった。母親のフローラさ

んとサヘルさんの２人のやり取りが詳細に描かれていて、その部分は感動的だが、も

っと広い観点での物語の展開があってもよかったのではないか。サヘルさんが母から

受けた愛を、今度は別の人に施すということで、バングラデシュやイラクの北部へ行

ったのだと思うが、むしろ彼らから慰められてしまうようなシーンがあった。平和を

考えさせる、という目標は、必ずしも達成されなかったのではないか。 
 

○  平和を考えさせる物語、というよりは、サヘルさんの人生、あるいはフローラさん

と合わせて二人の人生を、重みとともに受け止めて感じる番組なのではないか。物語

としておもしろく、訴える力のある番組だ。ヤジディ教徒の女性たちを訪ねた際に、

サヘルさんが泣きじゃくるシーンがあり、サヘルさんの心の軌跡を表す重要なシーン

となっているが、少々長いのではと感じた。 
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○  大変心を揺さぶられる、重い５０分だった。ドキュメンタリーだと思って見ていた

が、いわゆるドキュメンタリーを超える、人生に関するドラマティックなストーリー

だと感じた。番組冒頭で、鏡を見て強い孤独を感じる語り、終盤に鏡を見て、自分と

養母との共通点を見いだすという演出手法に、ドキュメンタリーに留まらない、人間

のドラマを感じた。一方、タレントあるいは俳優としてのサヘル・ローズについて、

日本で活躍するシーンを入れるなど、番組の中でもう少し紹介してほしかった。バン

グラデシュやクルド難民を訪ねたのは、ＮＨＫの企画で行ったのか、本人の計画で訪

れたところにＮＨＫが密着して取材をしたのか、聞きたい。 
 

○  故国を去り、日本で過ごしてきた戦争孤児のサヘルさんが、故国を訪問し、自身の

出生、親や名字もわからず立ち尽くすシーンで、心の叫びを聞いたような気がして、

非常に心を打たれた。ＮＨＫの別番組、「世界はほしいモノにあふれてる」で、サヘ

ルさんが、フローラさんと親子でイランの製品を紹介している回を見たことがある。

親子がとても楽しそうにイランの伝統文化を紹介しており、今回とずいぶんトーンが

違う。今回は語りながらサヘルさんが見せた涙が印象に残った。恐らくどちらの番組

のサヘルさんも真実の姿だとは思うが、今回の番組では、彼女の心の傷が癒えていな

いと感じる一方で、若干、演出もあったのではと感じる面もあった。なぜバングラデ

シュに行くことになったのかなども聞かせてほしい。平和について考えさせるという

意味では、今回の番組とは違う手法がふさわしかったと思うが、今日、困難な状況に

ある人たちに思いをはせるきっかけになる番組であったと思う。 
 

○  サヘルさんの物語を初めて聞き、改めてその背景を重く受け止めた。サヘルさんが

かつて受けた暴行の被害の告白シーンでは衝撃を受け、放送して大丈夫だったのかと

少し心配になった。 
 

（ＮＨＫ側） この番組は、サヘルさんの人生にフォーカスした「ＥＴＶ特集」を英語

化して制作した番組で、ＳＤＧｓの１６番目の目標を念頭に置いたもので

はない。ただ、１１月にキャンペーンに合わせて開設した、ＳＤＧｓの特

設ウェブサイトで、１６番目の目標に関連づけて紹介した。 
 

（ＮＨＫ側） 指摘のとおり、これは通常のテレビ番組やドキュメンタリーと成り立ち

が異なっている。通常は、まず企画会議を経て番組を採択し、その後、取

材をするが、これは、テーマや取材の目的があって撮られたストーリーで

はなく、フリーランスの外部ディレクターがサヘルさんとの個人的な信頼

関係の中で、撮りためた記録から作られている。母親のフローラさんがが

んを患い、心理的な問題を抱えているサヘルさんが、ある種の自分探しの

旅をし、その様子を記録したものだ。 サヘルさんには、このまま生きて

いてよいのだろうか、母が亡くなったら一人になってしまうのだろうか、

どうしたらこの先、生きていけるのだろうかといった悩みがあった。母親

から、つらい体験を人のために生かしなさい、同じような境遇にある人を

助けなさいと言われて育ってきて、彼女自身が何ができるか考えていると

きに、バングラデシュへの旅の誘いやイラクへ行く機会が訪れた。そこに
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ディレクターが同行して旅の記録を撮ったという経緯で、番組のために旅

に行ったり演出をしたりしたわけではない。サヘルさん自身のパーソナル

な旅の記録だ。私たちは、その後にディレクターから相談を受けて、撮影

素材をもとに、一緒に番組を作っていったという順序だ。一般論として、

カメラがあると人は通常と違う動きをすることがあるので、演技的なもの

がゼロとは言えないが、旅の過程で、自然な“素”に近いものが撮られて

いる素材だと思う。ヤジディ教徒との場面でサヘルさんが過去のつらい経

験を話したのも、もともとそうしようとしていたのではなく、彼女たちの

痛みを聞いて自分の中にある痛みを表出してしまったということだと思

う。ただ、その告白により、ヤジディ教徒の女性側が、サヘルさんは自分

たちのことをわかってくれるのだと感じ、距離を縮めていく場面が生まれ

た。自分の話をすることが触媒になり、逆に向こうの話が聞けたという不

思議な状況が生まれたのだと理解している。涙の場面は、そのような意味

では重要だったと思っている。最初の「ＥＴＶ特集」の放送後、インター

ネット上で強烈な反響があった。苦境にある人々のために役に立つことが

できないかという声が多く寄せられ、サヘルさんとディレクターはクラウ

ドファンディングを立ち上げ、集まった資金でバングラデシュとイラクで

関わった人々への支援を行った。サヘルさんがなぜ日本に来たのかという

質問については、番組の中でも簡単には触れているが、当時、フローラさ

んが結婚の約束をしていた男性が先に日本に来ていて、彼を追って来日し

たという事情だ。難民として追われて来日したのではない。ただ、その関

係が破綻して一緒に暮らせなくなり、その後の人生が困難なものになった。 
 

（ＮＨＫ側） 英語のタイトルがやや平板なのではないかということについて、あえて

タイトルをシンプルに作った。当初、日本語のタイトル「サヘルの旅～傷

（いた）みと生きるということ」に近いものを考えていたが、意味が難し

く、悩んだ末、結果的に平板になったところがある。今後も引き続きタイ

トルに留意していきたいと思う。難民受け入れの問題に関して、確かに、

昨今、日本では入管の問題がクローズアップされており、諸外国にもそれ

がニュースとして伝わっている部分があるが、サヘルさん自身に入管問題

が直接関係するものではなかったため、特に触れなかった。外国人に対す

るいじめの問題が本人の口から語られるという意味で、サヘルさんの経験

を国際放送で取り上げる意味は大きいのではないかと考えた。 
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２０２１年 １１月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年１１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８５回）は１６日（火）ＮＨＫ放

送センター（ウェブ会議）で１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「２０２２年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について説明があり、意見交換を

行った。引き続き、「Ｓａｔｏｙａｍａ Ｋｉｔｃｈｅｎ Ｄｉａｒｙ： Ｓｕｍｍｅｒ Ｖｅｇｇｉｅｓ ａｎｄ Ｆｒｅｓｈｗａｔｅｒ 

Ｆｌａｖｏｒｓ」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モ

ニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 中曽   宏   （㈱大和総研 理事長) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜２０２２年度国際放送番組編集の基本計画(案)について＞ 

 
○  インターネットを活用した情報発信や在留外国人向けサービス、特に多言語化や 

ＡＩ自動翻訳の充実を打ち出している点が、高く評価できる案だ。災害情報に加え、

ワクチン接種情報など、新型コロナウイルス感染症に関する情報を積極的に発信して

ほしい。在留外国人が取り残されないための情報発信の充実は、日本への信頼感を高

めることにつながる。広報の施策に関する戦略はあまり書き込まれていないが、在留

外国人に、番組の存在やその有用性が広く知られるように、工夫を凝らしてほしい。 
 

○  基本方針に賛成だ。今後は、ＡＳＥＡＮ＝東南アジア諸国連合の地域の視聴者に向

けた発信にも重点をおくべきだ。アメリカが、これらの地域と中国との経済的つなが

りを切り離そうとする動きがある中で、日本が今後どのような役割を果たすのかが注

目される。ニュースの公平性・中立性、確実性や迅速性といった従来の方針を踏まえ
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つつ、より内容を研ぎ澄まし、高い信頼を得られるよう目指してほしい。言語の多様

化については、ＳＮＳ、ＡＩの自動翻訳を積極的に活用し、利便性を追求しつつ、コ

ストの削減にも努めるべきだ。シリーズドラマや歴史・教養、デジタル調査報道番組

などへの挑戦は賛成だが、歴史は国ごとに解釈が異なることもあり、注意が必要だ。

また、「ＮＨＫスペシャル」の、ＳＤＧｓなどに焦点を当てた高品質な番組を世界に

発信してほしい。 
 

○  基本方針に賛成だ。新型コロナウイルス感染症や気候変動について大量の情報があ

ふれる中、公平でバランスの取れた報道がより一層重要になる。ＮＨＫだから信頼が

できる、というこれまでの評価に依拠するのではなく、よりバランスの取れた報道に

より日本を正確に発信する姿勢が欠かせない。気候変動対策に関連する国際的な報道

では、日本の政策が後ろ向きである点が強調されていると感じた。国内には、再生エ

ネルギーや環境関連の技術開発で、国際的に高い評価を受ける企業も多く、バランス

の取れた発信をすることでより正確な報道となるのではないか。さらに、こうした発

信について、正確で公平に伝えたという検証を、視聴者に見えるよう実施する工夫が

必要だ。 
 

○  在留外国人向けのサービスを、インターネットの活用により強化する点を評価した

い。ニューノーマルな社会に向けた人の移動の正常化が課題であり、そのために必要

な出入国に関する情報をどのようにわかりやすく伝えるかなど、最新のニーズを見て

計画を具体化してほしい。また、大学との連携を含め、国際放送のＰＲをさらに進め

るべきだ。 
 

○  基本方針は、共感できる内容だ。ただし、方向性と具体案の結びつけ方には課題が

ある。ドラマ枠の新設については、そのねらいをもう少し丁寧に記載した方が伝わる

のではないか。ラジオについては、発信を強化する対象地域、言語に加え、内容につ

いても付記した方がよいのではないか。また、インターネットということばでＳＮＳ

や他のオンラインコンテンツを含めている点には違和感があったので、オンラインコ

ンテンツと表記する方が適正ではないか。 
 

○  インターネットということばは、オンラインコンテンツかオンライン発信に置き換

えた方がよい。テレビ、ラジオに並ぶ概念としてインターネットと記述したのだと思

うが、発信の手法として包含できる適正なことばはオンラインだと思う。また、オン

ライン発信の強化でどんな目的を達成しようとしているのか、記載がある方がわかり

やすい。配信の手段として考えているのか、視聴者のターゲット層ごとの戦略がある

のか、海外での放送メディアとオンライン利用の割合の分析なども踏まえ、将来像が

示されるとよいと思った。 
 

○  示された方針に違和感はないが、基本的な状況として、社会人になってもテレビを

持たない若年層が増えていることをもう少し意識した「番組編集の基本計画」である

べきではないか。基本計画を立案する意思決定の場に、年齢、男女、バックグラウン

ドの多様性が担保されているのか興味がある。 
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○  インターネット上のウェブサイトのみならず、スマートフォン用アプリの充実など、

今後発信する内容の充実に適応し、多言語化により利便性を高めるように改善してい

くことも方針に含まれていることを確認したい。 
 

○  基本方針において、「アジアの視点」とあることは非常に重要で、数ある国際放送

のチャンネルとの差別化においても、日本を含めたアジアの視点を意識することが欠

かせない。また、国内放送との連携をさらに強化するという基本方針も賛成だ。国際

放送番組審議会で視聴番組として紹介される、独自番組の品質の高さを実感し、同時

に国内向けにも発信をすべきだと考えることが多い。また、ＳＤＧｓについて、産業

界でも、今後は技術革新を進め、生産工程を見直すなど、多くの費用を要する改革が

求められていくことを考えると、企業が環境・社会・ガバナンスを勘案した投資や改

革を目指す、ＥＳＧ、ということばを重視すべきではないか。キーワードとして   

ＳＤＧｓのみでなくＥＳＧの視点を加えることにも言及できないか。 
 

○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのサービスは「英語・外国人向け」、他方、ＮＨＫワー

ルド・プレミアムのサービスは「日本語・在外邦人向け」とされるが、国内の日本人

で英語放送を聞きたい人、海外の外国人で日本語放送を聞きたい人もいるだろう。言

語と国籍でターゲットとする視聴者を分けるのではなく、融合した書き方にした方が

よいのではないか。また、 ＳＤＧｓについては、より踏み込んで、例えば、他の公

共放送との会議などで連携して、東京宣言を出すなどのリーダーシップを発揮してほ

しい。 
 
 

（ＮＨＫ側） 意見を受け止め、文言の修正等も含めて検討したい。広報については、

在留外国人が多い地域放送局との連携を進めている。来年１、２月は日系

ブラジル人など外国人居住者が多い、名古屋拠点放送局との連携を予定し

ている。地域放送局との連携、大学との連携による留学生への周知、国内

放送の広報番組内での紹介、在留外国人向けの番組「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」

のラジオ第２放送での編成など、さまざまな方法でＰＲを強化していく。

基本計画については、編成・コンテンツ制作部ほか、国際放送局の若手も

含めて多様な議論を積み上げ、原案を作成している。インターネットにつ

いては、テレビ、ラジオの放送を前提とし、その効果・効用を高めるよう

展開している。世界的にはオンライン、あるいはＳＮＳで動画を視聴して

いる人が多くなっているという現状認識のもと、放送に加えてネットによ

るライブストリーミングで番組を提供したり、見逃し配信を実施するなど

して、見たいときに見られる環境を作る工夫を進めている。ＮＨＫの経営

計画（2021-2023）でも、「訪日・在留外国人に対し、災害情報や生活に

必要な情報などを、放送だけでなく、インターネット配信を効果的に活用

してきめ細かく提供」する方針が示されている。アジア地域では、放送よ

りもオンラインで視聴する流れが強まっているので、ふさわしい配信構造

の実現を目指したい。また、基本方針の中で、インターネットとオンライ
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ンのどちらの文言がふさわしいかについても検討する。アジアの視点の重

視については、その通りであり、現在、ラジオの５分番組「Ａｓｉａｎ Ｖｉｅｗ」

は、アメリカの公共ラジオ局ＮＰＲで配信が伸びている。国際放送局独自

の調査では、アメリカの視聴者が、ＮＨＫの国際放送を、異なる視点を提

供するサービスとして、その他のアメリカのメディアと差別化して認識、

評価する結果が出ている。また、認知度が高いＡＳＥＡＮ地域、インドネ

シア、タイ、ベトナムなどの国々への情報発信もより強めていきたい。国

内放送との連携だが、例えば特集番組は、国内・海外両方で見てもらえる

番組を意識しながら採択している。アプリについては、テレビとラジオを

統合させるなど、利便性を高める取り組みを実施してきたが、現在の課題

は、一つのアプリに英語と多言語を集約させることで、試行錯誤を続けて

いる。「ＮＨＫスペシャル」は、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでは    

「ＮＨＫドキュメンタリー」という定時枠で、年間３０本程度発信してお

り、ＳＤＧｓについても内容がよいものは英語化する。 
 

（ＮＨＫ側） ニュース・報道についての指摘を受けたが、「公平・公正」はＮＨＫの

公共放送としての原点なので、この部分は堅持していく。この「公平・公

正」という立場で、さまざまなアジアの問題などを報道していることが、

アメリカを中心とした世界各国でも評価を得ていると認識しているので、

来年度の計画でもしっかり堅持して進めていきたいと考えている。 
 
 
 
＜「Ｓａｔｏｙａｍａ Ｋｉｔｃｈｅｎ Ｄｉａｒｙ：Ｓｕｍｍｅｒ Ｖｅｇｇｉｅｓ ａｎｄ Ｆｒｅｓｈｗａｔｅｒ Ｆｌａｖｏｒｓ」 

 （９月２４日（金）２３：３０ ほか）について＞ 
 

○  テーマも番組のトーンも大変よかった。また、テロップの字幕フォントも、番組の

スタイルに合うよう工夫されていて効果的だった。ただし、里山のコンセプトが十分

説明されなかったのが残念だ。また、ササゲなど、日本語の名称のままのところと、

英語に翻訳されているところがあり、食材によって日本語と英語の名称が混在し、外

国人の視聴者にもわかりにくかったのではないか。さらに、ＳＤＧｓシリーズであれ

ば、番組内やウェブサイトなど、ほかの形で関係性を明確にしたほうが効果的だ。 
 

○  里山は人の手の加わった自然で、日本独特の概念であり、海外視聴者向けにはもう

少しわかりやすく説明すべきではないか。料理のシーンは魅力的で、食欲が刺激され

る。大げさな表現が目立つグルメ番組もあるが、この番組は終始素朴なコメントで好

ましかった。ただし、英語の字幕はどれも“ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ”で、表現にもう少し工夫が必

要ではないか。 
 

○  飛騨高山の里山で、築100年の古民家を再生させ、宿とカフェを営む古川伸子さん・

誠さん夫妻と地元の人々の日常の中で伝承される、自然の恵みを生かす繊細な郷土料
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理に出会えるよい番組だ。その生活や食事には、持続可能性という今日的な要素があ

ることに気付かされる点もよかった。酒かす料理に象徴される副産物のフル活用、食

材を無駄にしない有機栽培用肥料としての活用など、地産地消のエコシステムには、

ＳＤＧｓとして理にかなった構図があった。猫のたまのつぶやきの中で語られた８月

の長雨は、気候変動の影響も視聴者にさりげなく意識させる効果があったと思う。エ

ンディングの音楽は軽快で、曲も歌詞も番組によく合っていた。地理に詳しくない海

外視聴者のため、飛騨高山の位置や特性など基礎情報を番組冒頭で紹介できればなお

よかった。 
 

○  料理がすばらしいことに加え、市場での野菜の量り売りや、葉にくるんだごはん、

また、コンポストについてふれるなど、ＳＤＧｓの取り組みのヒントがさまざまあっ

た。日本の伝統的な生活習慣が、ＳＤＧｓの求める行動に直結していると感じたが、

そのことがことばとして説明されればなおよかった。暮らしの厳しさ、夏の豪雨など

にも言及があり、里山での等身大の生活が垣間見られた。古川夫妻が現在の生活をす

ることになった経緯や伝承料理の研究に取り組む背景についても知りたかった。また、

ＳＮＳの動画と共に、テキストで料理の材料や調理方法を簡単にまとめてはどうか。

家で作ってみた写真をＳＮＳにハッシュタグを付けてアップしてもらうなど、視聴者

との間で相互的な交流が生み出されると、より番組への共感を呼べると感じた。 
 

○  オンラインでの再生回数が多いとのことだが、品質が高いので納得できる。古川夫

妻の掛け合いなど登場人物の自然な会話がおもしろく、また猫のたまの存在が、視聴

者の気持ちを代弁しているような場面もあり、ナレーションや会話、猫のつぶやきな

どでほのぼのしたトーンを作る演出は、海外視聴者にも好感を持って受け入れられた

のではないか。地元コミュニティーの絆の強さが伝わってきたが、地域外からの訪問

者にも温かく接してもらえるか、閉鎖性はないのか、少し気になった。 
 

○  五感に訴える番組で、飛騨高山の自然や野菜の映像が美しかった。日本の美しい里

山風景を見ることで、海外の視聴者の訪日意欲が刺激されるのではないか。身近な食

材を利用し、工夫して食事に生かす、無駄や無理のない暮らし、など、地産地消の一

つのモデルが示された番組でもあった。スローライフがＳＤＧｓにつながっていると

いうことが示唆され、好感が持てた。ＳＤＧｓキャンペーンを印象づけるためには、

例えばエンディングで、番組と関連するＳＤＧｓの目標を短いテロップを流すなどの

工夫があってもよかった。 
 

○  番組の流れが自然で、シーンや会話に事前に用意された感じがなく、ドキュメンタ

リーとして説得力があった。長期の撮影の中から、自然体で会話をしている部分をう

まく抜き出す工夫があったと想像した。古川夫妻とは異なる若い世代の登場人物との

交流もテーマの一つだったが、夫妻と関わる人々の背景がわかる説明があれば交流の

意味合いがより深く感じられたはずだ。例えば、山間部の畑を自然農法で再生させよ

うとしている森本圭さんが、どこから来て、なぜ里山でそばの栽培に取り組んでいる

のか、気になった。エンディングの歌を作った若者の登場も効果的だったが、音楽活

動をしながら里山に住む理由など、背景を知りたかった。猫が独り言をつぶやくシー
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ンも印象に残ったが、ＳＤＧｓとの関連性を、さりげなく猫に言わせる方法もあるか

もしれない。市場で野菜を売るシーンでプラスチックの袋が映っていたが、脱プラス

チックの進むヨーロッパなどでは気になるカットかもしれない。最近はプラスチック

の袋も少なくなってきた、など、国内の動きを反映した猫のつぶやきを入れるなど、

懸念を解消し、よりＳＤＧｓの効果を高める方法があるのではないか。 
 

○  飛騨高山の伝統料理を紹介するテーマを、肩肘を張らずに見ることができて楽しめ

た。一方、ＳＤＧｓとの関連で見ていくと、地産地消以上に何を訴えたいのか、よく

わからなかった。プラスチックの袋やカセットコンロのボンベが映像に映り込んでい

る場面があり、ＳＤＧｓをテーマにした番組としては気になる点もあった。 
 

○  「里山」ということばを国際語にしていこうという動きの中で、キーワードとして

番組に使われていると理解しているが、この番組では、前提として里山の意味を理解

することが欠かせないので、丁寧な説明があるべきだ。ＳＤＧｓは光と影の部分があ

り、先進国のきれいな世界のＳＤＧｓもあれば、ＳＤＧｓの理想から遠い、厳しい現

実もある。この番組だけで完結できない課題でもあるので、視聴者に自己満足ではな

いか、と感じさせるような提示にならないよう、注意すべきだ。また、食事のときに

帽子をかぶっていた若者がいたので、少し気になった。一方で、マスクをしてアクリ

ル板の前で食事する様子は、新型コロナウイルス感染症拡大の中で日本が対策に工夫

を講じていることが世界に示され、よかったと思う。 
 

○  飛騨高山の美しい自然をふんだんに描いている点はすばらしかった。酒かすがうま

み成分として世界的にも注目されている中、焦点を当てたのも、時宜にかなっていた。

飛騨高山と言えば、食材では「飛騨牛」だが、あえて牛を使わずに、魚介類のニジマ

スやイカを紹介していたのは、ＳＤＧｓを意識したからなのか、メニューの選び方に

ついて教えて欲しい。ＳＤＧｓの特設ウェブサイトを試したが、ボックスではなく、

虫眼鏡のアイコンが検索機能の入り口となっており、見つけにくかった。ＮＨＫワー

ルド ＪＡＰＡＮのウェブサイト全体でも、検索機能がもっとわかりやすくなるとよい。

また、ＳＤＧｓ１７の目標のロゴをクリックすると関連の番組が出てくるが、関連性

があまり強くない番組もリストアップされているようなので、もう少し慎重に選択す

べきだと思った。 
 
 
 

（ＮＨＫ側） 里山のコンセプトは番組の根幹に関わるので、世界観がきちんと海外の

視聴者にも伝わるよう、表現も含めて検討したい。ＳＤＧｓとの関連性に

ついては、視聴者が地産地消や“もったいない”精神への理解を深め、そ

の後の行動変容のヒントを得られるよう、より効果的に伝える方法を考え

ていきたい。撮影については、主要な部分を映画カメラマンの古川誠さん

が担当したことで、説得力のある、落ち着いた美しい映像を短期間に撮る

ことができた。古川夫妻や他の登場人物の背景、伝統料理の研究の経緯は、

このシリーズの第一話である、春編の中で説明した。登場人物の背景や伝
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統料理づくりのきっかけは重要な要素なので、続編では、各エピソードの

中でもわかるように工夫したい。 
 

（ＮＨＫ側） 飛騨高山は観光地として脚光を浴びているが、地元に伝わる生活の伝承

や歴史などが必ずしも理解されていないことが気になっていた。伝統の暮

らしを含めて注目されることこそ、ＳＤＧｓに資すると考え、古民家で地

元の人たちと食や暮らしの伝承の研究を続ける古川夫妻に焦点を当てる

ことにした。料理や食材の選択は、地元の料理研究家が飛騨に伝わる伝承

料理をまとめた冊子を参考にしている。「飛騨牛」は魅力的な食材だが、

比較的新しく、飛騨の伝承料理ではないため、紹介していない。また、妻

の伸子さんは飛騨の出身だが、夫妻は長い間、東京周辺に暮らし、親の介

護をきっかけに古民家でゲストハウスを運営することになった経緯があ

る。古川夫妻の周りには、そば栽培をしている森本圭さんはじめ老若男女

の地元出身者と外部から移住してきた若者両方が集まり、交流が生まれて

いる。番組テロップのデザインへのコメントがあったが、移住してきた若

手デザイナーによるものだ。制作チームにも地産地消が生かされている。 
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２０２１年 １０月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年１０月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８４回）は１９日（火）ＮＨＫ放

送センター（ウェブ会議）で８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。引き続

き、「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」、「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」、「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」

について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視

聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

  元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代    （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」Ｓｏｃｉａｌ Ｓｋｉｌｌｓ ｔｏ Ｈｅｌｐ Ｙｏｕ Ｆｉｔ ｉｎ（ラジオ） 

（１０月３日（日）１４:１０ほか） 
 「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」Ｈｅｌｐｉｎｇ Ｐｅｏｐｌｅ ｉｎ Ｎｅｅｄ 

（５月２１日（金）１０：３０ほか） 

「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」Ｌｅｔｔｅｒｓ ＆ Ｓｏｎｇｓ ＃７５（ラジオ） 

（９月１９日（日）１４：１０ほか） 

について＞ 

 
○  「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」と「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」は、両方とも大変聴

きやすかったが、ラジオ番組の出演者については、テレビ番組と異なり、視覚からの

情報がないので、より聴きやすくするためには、英語を母国語と同様に話せる人を採

用することが重要だと思う。「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、日本特有の生活習慣について、

本では紹介されないような、ごく身近なエピソードをわかりやすく説明しており、構

成もよかった。「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」は、心温まるエピソードではあ

ったが、もう少しシャープな内容、構成にするほうがよかったのではないか。また、
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途中で音楽を流していたが、番組が途切れるので、ないほうが最後まで聴いてもらえ

るのではないかと思った。 
 

○  「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、日本社会に溶け込むための社会的なコツを具体例に学べ

る、有益な番組だ。日本で暮らす先輩の経験を踏まえて、すぐに使える日本の作法が

紹介されていて、在留外国人にも参考になるだろう。司会者のケビンさんとルースさ

んの語り口が軽妙で、リスナーは肩ひじを張らず気楽に有益な情報を聴くことができ

る点がよい。英語以外の多言語でも放送されるということなので、反響が楽しみだ。

「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」で、日本イスラーム文化センター／マスジド大塚、いわゆ

る大塚モスクの設立に関わり、事務局長を務めているパキスタン出身のハールーン・

クレイシさんを初めて知り、国籍や宗教を超えて困っている人たちを支援し続ける行

動力に感銘を受けた。また、日本の若者が彼の活動に触発されて支援活動を展開して

いる点もすばらしいと思った。日常的には意識することは少ないが、外国人に支えら

れている一面を取り上げ、多文化共生社会のあり方そのものを考えさせられた。大塚

にモスクを建てた、ハールーンさんたちパキスタン人コミュニティーの、周辺地域へ

の関わり方について、歴史的な背景や経緯についてもう少し触れられていると、さら

によいと思った。また、ジハードということばについて、ハールーンさんはこのこと

ばに努力という意味を添えているが、その含意について、もう少し解説があったほう

がよかったのではないか。ディレクターが出演して、取材の裏話を語った「Ｆｒｉｅｎｄｓ 

Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」では、ジハードの意味について解説を加えていたので、テレ

ビ番組の方でも説明があればよかったと思う。担当ディレクターが番組の裏話を披露

する機会は少ないので、視聴者が制作の意図や背景を知るうえで、とてもよい企画だ。

テレビ番組とラジオ番組を合わせて視聴することにより、理解を深めることができた。

テレビ番組の中でも、担当ディレクターが出演するラジオ番組を紹介してはどうか。

また、在留外国人への情報提供について、地域局とも連携し、発信を強化しているの

は、心強い。防災情報の入手のしかたを英語で伝えた松山放送局との連携企画「松山

局６１０ ひめポン！」を参考番組として視聴したが、大変勉強になる内容だった。

周囲の留学生にも、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのスマートフォンアプリやウェブサイ

トを、積極的に伝えたい。 
 

○  地域局との連携で、在留外国人に情報を発信する試みは興味深い。「松山局６１０ 

ひめポン！」は愛媛県以外の都道府県でも、放送できるとよいのではないか。また、

多くの住民が日常的に情報を得ている、ＳＮＳへの発信は重要だ。国際放送が現在発

信を行っているアプリに加え、他のアプリへの発信も積極的に検討してはどうか。自

治体によっては、特定のＳＮＳへの情報発信を行っている場合があり、当該アプリに

発信ができれば、国際放送の情報にも、より多くの人にアクセスし、役立ててもらえ

るのではないかと思う。また、携帯アプリの操作や言語設定のしかたの説明部分に字

幕がなかったが、つけたほうが伝わりやすいのではないかと思った。「Ｃｕｌｔｕｒｅ    

Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」は多文化共生のあり方を伝えるよい番組だ。ハールーンさんは貿易事

業を営むかたわら、ボランティアで支援事業をしているとのことだが、慈善事業をす

る人も最低限の生活が確保され、事業を持続できるようにするべきだとも感じた。慈

善事業はボランティアでやるものだという印象が視聴者に植え付けられてしまわない
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よう、注意も必要だ。また、番組の最後に、ハールーンさんの団体や、在留外国人を

サポートする他の団体の情報やウェブサイトの情報を掲載できればよかったと思う。

「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」では、日本人社会の中で暗黙のルールとして成り立っている作

法を解説しており、よい試みだ。司会者の軽いテンポの口調により、肩ひじを張らず

に楽しく聴いていられる一方で、日本文化が少々軽んじられてしまう印象もあったの

で、ことば選びには気を付けたほうがよいのではないかと思った。 
 

○  在留外国人向けの多言語情報サービスについては、コンテンツの多言語化を積極的

に進めており、さまざまなかたちで情報や支援を届けようとしている点を高く評価し

たい。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのアプリについては、視聴者に情報やコンテンツに

触れてもらう身近なツールにする工夫が必要だ。アクセスの方法を、地上波放送など

も使って、さらにＰＲすることで、在留外国人のみならず国内の日本人視聴者にとっ

てもプラスになるのではないか。外国語を学ぶ学生が、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの

アプリを知って、周囲の留学生や在留外国人に紹介することによって利用が広まる効

果もあるだろう。新番組「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」はテンポがよく、２人の司会者による

ことばのキャッチボールや、出演者とのやり取りがうまく、聴きやすいため、時間が

短く感じられた。日本独特の文化を外国人に伝え、理解を広めるという意味では、成

功しているのではないか。提供する情報が実用的で、知りたいことをストレートに解

説しているので、貴重なアドバイスになっている。「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」と   

「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」を視聴して、ハールーンさんのようなボランテ

ィア活動による支援とともに、いわゆる「公助」、例えば国や自治体による日本語学

習に必要な構造的仕組みの提供や他の支援の必要性についても指摘があればよかった。

また、「Ｆｒｉｅｎｄｓ  Ａｒｏｕｎｄ  ｔｈｅ  Ｗｏｒｌｄ」の最初の部分で、「Ｃｕｌｔｕｒｅ          

Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」との関係性を説明したほうが番組の意図がうまく伝わったのではない

か。司会者と出演者のトークももう少し自然になればさらによい。「Ｃｕｌｔｕｒｅ       

Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」のタイトル、「Ｈｅｌｐｉｎｇ Ｐｅｏｐｌｅ ｉｎ Ｎｅｅｄ」について、“大塚モスク”

や“ハールーンさん”などのキーワードを入れたサブタイトルがあったほうが内容が

伝わりやすくなる。番組の意図がより伝わり、インターネットやＳＮＳでの検索でヒ

ットしやすい。話題になってほしいことばをタイトルに入れることも、ＳＮＳでの視

聴を増やす戦略になる。 
 

○  ３番組とも、それぞれに教育的な要素が含まれており、よくできていると思う。た

だ、ラジオとテレビの違いに留意した演出が必要だと思った。音声のみのラジオ番組

は、集中して聴いているせいか、速いテンポで話が進んでもついていきやすい。一方

でテレビの場合、同じテンポで進めると、映像がある分、耳の注意力が散漫になる。

同じ内容ならラジオのほうがテンポよく物語を進めることができるという印象だ。 

「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」と「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」は、前者は大変テンポ

がよく聴きやすい。後者は丁寧に構成され、ある部分脚本があってドラマのように仕

立てられているので、逆にもどかしく聞こえてしまうところがあった。この速度なら、

映像があるほうが気持ちよく見たり聴いたりできるのではないかと感じた。    

「Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」については、番組が少し唐突に終わったように感じた。 

「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、国内ではラジオ第２放送で放送されているということだが、
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将来的に、ラジオの波が整理された際、国際放送の番組を放送する枠があるのかどう

か、気になった。「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」は、今回は２０分弱の番組だ

ったが、今後半分程度に短縮されるという案内があった。短縮の経緯が知りたい。 
 

○  「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、軽妙なトークでテンポよく、外国人目線で日本社会を見

る視点が興味深かった。日本社会に慣れていない外国人にとって有益な情報だと思う

ので、現状の、月１回よりも放送の頻度を高めてもよいのではないか。「Ｃｕｌｔｕｒｅ    

Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」と「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」の２つの番組で紹介された、ハ

ールーンさんのストーリーには大変引き込まれ、深く考えさせられた。自治体の果た

すべき機能を補うハールーンさんの活動は、ボランティアの域を超えたものだと感じ

た。本来あるべき公的支援について気づかされる番組だ。ホームレスなどの生活弱者

への対応や、困難を抱える在留外国人に対して、日本社会が、偏見を持たず、持続的

な共生社会を創造すべきで、まだまだ課題が多いと改めて感じた。ハールーンさんに

共感し活動に加わった大学生が出てきたことは、ポジティブな動きでよかった。世界

的に見ても、いわゆるＺ世代の人たちから、多様性への共感がより強く発信される傾

向があるが、日本にもすばらしい大学生がいることがわかって救いだった。    

「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」には、「Ｌｅｔｔｅｒｓ ＆ Ｓｏｎｇｓ」とのタイトルが

ついており、音楽が流れるが、音楽を入れるタイミングや曲目に、もう少し内容的な

関連があったほうがよいと思う。この番組では、１曲目より２曲目のほうが、関連性

やタイミングがよかった。また、番組のＢＧＭの入れ方は、古いスタイルだと感じた

ので、その必要性も検討してはどうかと思った。 
 

○  ３番組とも、役に立つ良質な番組だと思う。「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」では、日本で生

活するための秘訣として、引っ越した際には、プレゼントを持って行って隣人にあい

さつをする、Ｅメールの書き方は丁寧に、という２つのポイントを紹介していた。ぶ

しつけにならないようにということだが、必ずしもこの２つの話は日本独特ではない

のではないか。人柄についてよい印象を持ってもらうために隣人によいアプローチを

するのは世界共通だ。特に、イギリスやアメリカでは、まず隣人との関係を築いてい

くのが社会の常識だと思う。むしろ現代の日本では都会に住んでいる若者が、隣人と

の接触を一切持たない例もあることが問題にもなっていることを考えると、日本では

こうした作法が行き渡っているという誤解を与えるのではないかと思った。Ｅメール

の書き方は丁寧にという助言も、実用的でよいが、その感覚も若い世代を中心に次第

に変わってきている。古い固定観念にあまりとらわれ過ぎると、必ずしも現実の社会

を示していない場合もあるのではないか。特に１０代で留学のため来日した若い世代

に向けては、形式的な助言にとどまることがないよう気をつけたい。「Ｆｒｉｅｎｄｓ    

Ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」で、近隣の日本人が、「怠け者は助けてはいけない」と話し

たエピソードが紹介されていたが、その日本人がどのような理由や事情からそのよう

なコメントをしたのか、掘り下げて聞いてみると単に冷たいコメントだという以上に、

深い内容ではないか、と思った。在留外国人に対する情報発信は非常に重要であり、

施策として、関連の番組の制作や「やさしい日本語」の展開により、強化されている

ことは評価できる。先日の千葉県北西部を震源とする震度５強の地震ではどのように

情報発信されたのかも知りたい。 
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○  「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、番組のコンセプトが明快で、日本に滞在する外国人には

有用な番組だ。先輩として出演したゲストのキアラ・テルスオロさんの話しぶりがと

ても聞きやすく、失敗談も含めたエピソードに楽しく引き込まれ参考になるのではな

いかと思った。会社や学校などの所属先を持っていない人向けにも、医療事情、子育

てや教育に関するテーマで制作してもらえるとよいと思った。「Ｃｕｌｔｕｒｅ        

Ｃｒｏｓｓｒｏａｄｓ」を視聴して、パキスタン出身のハールーンさんが３０年以上日本に滞

在し、社会的弱者に対する支援に取り組んでいることを知り、大変感銘を受けた。一

方、ハールーンさんから、日本社会の閉鎖的な一面を指摘されたことは、日本人として残

念であり、重く受け止める必要があるのではないか、と思った。国際放送では、この

ような番組制作を含め、国内に在留する外国人への支援を強化されていることは大変

心強い。多文化共生社会の実現に向けた非常に重要な試みであると思うので、今後も

施策が拡充されることを願う。防災情報やワクチン接種に関する情報は特に必要性が

高い。在留資格、人権保護、生活支援に関する情報についても、加えて提供してもら

えるとよい。コンテンツによって、どの言語で紹介されるかには違いがあるようだが、

基準があれば知りたい。 
 
 

（ＮＨＫ側）  海外における日本の理解を促進することは、国際放送の重要な目的だが、

加えて、今年は、国内の在留外国人に対する情報発信の強化に取り組んで

いる。国内のさまざまなコミュニティーへの周知は試行錯誤をしながら進

めているところだ。今日の意見は、ぜひこれからの参考にしたい。まず「や

さしい日本語」については、アプリとホームページで、会話編、文法編、

トラベル編、仕事編、の４つのコンテンツを提供している。ラジオでは  

１７、ホームページとアプリではトルコ語を加えて１８の言語で多言語化

を実施しているが、「やさしい日本語」ではこれらの言語をほぼカバーし

ている。「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｒ Ｗｏｒｋ」や「Ｅａｓｙ Ｔｒａｖｅｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」

などのテレビ番組についても、ラジオよりは少ないが、多言語化を始めて

おり、今後も拡充を検討していきたい。新番組「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は、

国内で聞いてもらえるよう、ラジオ第２放送で放送することも目指して開

発した。もともとラジオ第２放送と連携していた、「Ｆｒｉｅｎｄｓ Ａｒｏｕｎｄ   

ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」の放送の一部を、新番組に変更することからスタートして

いるが、今後、好評であれば、本数を増やすことも検討したい。現在は、

ラジオ第２放送では、第１週の日曜日が英語、第２週目が中国語、第３週

目がベトナム語、第４週目がポルトガル語による放送となっている。英語

版は２０分の内容だが、他の言語は、１０分となっている。ＳＮＳについ

ては、国際放送の視聴者層にとって、どれが訴求力があるものか、分析し

ながらコンテンツ展開をしている。先日の震度５強の地震の際の対応につ

いては、いくつかの言語で通常よりアクセスが増えたが、今後に向けて、

さらに課題を検討し、有効な情報発信のあり方、ＳＮＳからウェブサイト

への誘導の方法など、検討していきたい。地域局との連携で、防災情報に

アクセスする方法をより広く伝えることにも努めていきたい。「松山局  
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６１０ ひめポン！」の中で放送した企画は、台風や豪雨への備えとして、

集中的に四国の４県で放送した。 
 

（ＮＨＫ側） 国内地上波でも、日曜日の午前の広報番組「どーも、ＮＨＫ」で国際放

送の周知や紹介を定期的に放送している。また、番組と番組の間のスポッ

ト枠で、ＮＨＫの活動紹介を増やす取り組みを進めているところだが、今

後はスポット枠でも国際放送の紹介をしていきたいと思っている。ＮＨＫ

ワールド ＪＡＰＡＮのアプリはできるだけ多く、特に外国語を学ぶ学生

や留学生にも活用してもらいたいと思っているので、周知の工夫を考えて

いきたい。 
 

（ＮＨＫ側） ハールーンさんの大塚モスクと地域社会との関わりについてだが、モス

クは2001年に建てられ、2011年の東日本大震災を契機に地域の人たちと

交流が続いている。地域の人たちと協力して、おにぎりを被災地に届ける

活動などを行ったのをきっかけに、地域のお祭りに大塚モスクも参加する

など交流を深めた経緯もあるので、時間が許せば紹介したかったが、１０

分の中では難しかったため、ハールーンさんの支援活動に焦点を当てた。

また、その後の支援活動の広がりや、関わる学生たちの輪が広がったこと

なども、時間の制限があって、紹介できなかったが、加えられれば、番組

の最後に対する印象が変わったと思う。 
 

（ＮＨＫ側） 新型コロナウィルスの感染状況を見ながらの取材で、イベントが中止に

なるなどの影響もあり、撮影し切れなかったシーンがあるが、テレビとラ

ジオ、２つのメディアにより、メッセージや情報をより多く届けることを

目指した。テレビは、コメントを多くすると映像のインパクトを弱めてし

まい、ラジオは逆に、多くの情報を盛り込まないと間延びしてしまう。そ

れぞれに最適化した情報の出し方を、模索しながら進めているところだ。

本日の意見を参考に、挑戦を続けたい。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」で、どのような実例を取り上げるかについては、

出演者の実体験を生かす点を重視した。結果的に、必ずしも日本特有の作

法ではないのでは、との受け止めもあるかもしれない。また、世代による

変化があることは認識しており、若い人たちは簡単なメッセージのやりと

りが多いと思う。この点についても、出演者のキアラさんがビジネスメー

ルをめぐって学んだことを伝えてもらうことを大切にした。キアラさんは、

ビジネスメールの前置きに配慮することでコミュニケーションを円滑に

できた、という実体験を語っている。すべての場合に対応する助言ではな

いことをもう少し丁寧に伝える方法もあったと思うので、今後の参考にし

たい。 
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２０２１年 ９月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年９月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８３回）は２１日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず「２０２１年度後半期の国際放送番組の編成」について、および、最近

の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続き、「Ａ Ｍａｎ ｗｈｏ    

Ａｌｉｇｎｅｄ Ｊａｐａｎ ｗｉｔｈ ｔｈｅ Ｎａｚｉｓ」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際

放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役 

 元駐イタリア大使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 中曽   宏   （㈱大和総研 理事長) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２１年度後半期の国際放送番組の編成」について、 
および、最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  「２０２１年度後半期の国際放送番組の編成」についての報告を受け、国際放送と

多言語放送の国内外への発信をさらに強化していることを、頼もしく思っている。特

にアフガニスタンやミャンマーの情勢について、引き続き注力して発信してほしい。

配信手段を、地域衛星から、インターネットによる配信サービス、ＯＴＴにシフトさ

せていく一環として、ベトナムとタイでＯＴＴ配信をスタートさせたことは、アジア

地域での視聴者拡大につながると思う。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの視聴者からの反

響を地域別に見ると、北米に比べ、アジア、アフリカが少ない。今後、こういった地

域での発信・展開をどう進めるのか聞きたい。また、東京 2020オリンピック・パラリ

ンピックの報道について、さまざまな制約の中で、どの程度、各国の放送局や選手た

ちとつながりを持つことができたのか。現場での感触を教えてほしい。 
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（ＮＨＫ側） ＯＴＴについては、衛星に比べてコスト面でメリットがあることを踏ま

え、進めていこうと思っている。ベトナム、タイではＯＴＴでの配信が開

始されており、その他の地域でも参入を図っている。効率的かつ効果的な

配信を目標に、対処していきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 東京 2020オリンピック・パラリンピックの報道については、国際放送の

場合、映像の使用に制限があるため、限られた映像を生かすニュースの時

間帯を決めて、競技の結果を中心に伝えた。また、日本の選手に加え、ア

ジアの選手の活躍も、動画が使えない場合は静止画も利用しつつ、できる

限り伝えた。海外の番組モニターからも、アジアの選手の活躍を伝えた点

がよかったという意見が届いている。また、外国の記者たちが、ＮＨＫ   
ワールド ＪＡＰＡＮを情報源の一つとして見ていたこともあり、映像の

提供を依頼されるケースもあった。日本で開催されたオリンピック・パラ

リンピックを放送や取材を通じて、海外にアピールできたのではないかと

考える。 
 
 
 
＜「Ａ Ｍａｎ ｗｈｏ Ａｌｉｇｎｅｄ Ｊａｐａｎ ｗｉｔｈ ｔｈｅ Ｎａｚｉｓ」 

（８月２８日（土）10:10ほか）について＞ 
 

○  番組の構成やナレーションが的確で、大変見応えのある番組だ。第２次世界大戦に

おける軍や政府の意思決定について組織論的に検証した本などもあるが、この番組で

は、当事者の証言や手記によって具体的に過程が示されており、実証的価値が高いと

思う。元駐ドイツ大使の大島浩氏がナチス、ヒトラーと親しく、日独伊三国同盟を導

く立役者だったということだが、おおもとにあったのは、ドイツが対ソ連で勝利する

という大島氏の信念だった。このことが誤った情報を生み、日本の意思決定や運命を

決めていったことが番組から読み取れた。一人の大使の思い込みにより、正しい情報

が組織全体に伝達・共有されず、作戦が実行されたということが理解できた。大島氏

に疑義を唱え、更迭された元駐ハンガリー公使の大久保利隆氏の手記を伝えたことも

重要だ。証言や本人の手記で史実を裏付けたことから、教訓的意味も伝わった。肉声

テープは、大島氏が没する２年前の 1973年に録音され、４０年以上、インタビューを

行った明治大学の三宅正樹名誉教授の手元にあった。４０年を経て、去年ＮＨＫがこ

のテープを入手したいきさつも知りたくなった。 
 

○  太平洋戦争開戦８０年にふさわしいドキュメンタリーだと思う。今年は東京裁判開

廷７５年でもあるので、Ａ級戦犯だった大島氏を取り上げたのは、時宜にかなってい

たのではないか。テープの内容は非常に貴重な歴史証言を含んでいる。大島氏が日本

とナチスとを結び付ける、いわばフィクサーであったことがとてもよく分かり、リッ

ベントロップ元ドイツ外相との家族ぐるみの関係が、ヒトラーをはじめナチス首脳部

の信頼を勝ち得る背景にあったことも、家族の証言からうかがい知ることができて興
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味深かった。ヒムラー・大島会談記録やゲッベルス日記等、ドイツ側の資料と日本側

の記録とを突き合わせることで番組がより立体的になった点も評価したい。一般的に、

太平洋戦争はアメリカとの戦争と捉える傾向が強いが、日独関係の角度から太平洋戦

争への軌跡を追った点も注目すべきで、視聴者が、太平洋戦争に対する見方を再考す

るきっかけになるのではないか。日独伊三国同盟が、日中戦争とドイツが進めるヨー

ロッパでの戦争を結び付けたというドイツ研究者の解説があったが、この同盟がター

ニングポイントの１つになったという指摘であり、番組の柱になるコメントだったと

思う。さらにノンフィクション作家の保阪正康氏が最後に指摘していた、バスに乗り

遅れるなという言葉に象徴される、日本政府や軍、あるいは国民の同調、機会主義的

な考えが太平洋戦争への道を進む大きな要因になったという点も重要だと思った。た

だ、大島氏に焦点を強く当てたことで、松岡洋右元外相の外交的な役割がやや過小評

価されているように感じた面もある。また、三国同盟は、ドイツがイギリス、フラン

スを制した後にアジアに進出することをけん制する意図もあったという最近の研究に

ついても触れられていなかった。国際検察局による大島氏への尋問調書にある証言も、

この番組では取り上げられていなかった。これらの点について、制作者の意見を聞き

たい。 
 

○  圧倒的に見応えのあるドキュメンタリー番組だと思う。歴史研究家が取り上げるテ

ーマに新たな材料や見方を付け加え、歴史的な価値が高いばかりでなく、現代に教訓

も伝える良質な番組だ。大島氏の告白と、国内外の研究者、そして親族の証言を組み

合わせた手法から、解き明かされた事柄やメッセージが整理され、視聴者にも大変よ

く伝わったのではないか。番組には、大島氏について、驚がくの、と言ってもよいほ

ど新しい事実が含まれていた。ヒトラーをはじめ、ナチスの中枢との親交が深かった

こと、日独防共協定や日独伊三国同盟策定の陰の立役者だったということのほか、ス

ターリン暗殺計画にも関与していたということには驚きだ。また、ヒトラーについて

も、大島氏を相談相手とするほどの関係だったことや、判断を誤るので酒を飲まなか

ったというエピソードは新鮮だった。大島氏と対立して天皇に早期講和を進言した大

久保氏という気骨のある外交官についても初めて知った。歴史上の人物の人物像を伝

えるうえで、親族の証言というのは大変うまい手法だと感じた。リッベントロップ元

外相の孫の証言は特に印象に残った。ただ、新事実の数だけ新しい疑問もわいてくる。

大島氏が、ナチスの中枢から厚い信頼を得たドイツ専門家であったならば、なぜ 1939

年の独ソ不可侵条約締結を察知できなかったのか。スターリン側との攻防を境にドイ

ツが劣勢に転じていったことを、どの程度知っていたのか。あるいは日米開戦は、ナ

チスにどのように伝えられていたのか、いなかったのかなどだ。大島氏の思い込みの

怖さも印象に残った。ドイツへの思い入れが強かったため、真実に盲目になったので

はないか。危機的状況になったときに、希望的観測や耳触りのよい情報だけが選択さ

れがちだというのは、恐らく現代にも通じる教訓だろう。また、大島氏は終身刑の判

決を経てもなお、生涯ヒトラーの信奉者だったというメッセージを受け止めたが、三

国同盟の末路を自身で体験しながら、なぜこの信奉が消えなかったのか疑問も残った。

また、ナチスを題材に番組を制作する場合には、ホロコーストの問題への配慮を忘れ

ることはできない。いかなる形でも、ホロコーストは、肯定することができない、と

いう受け止めは国際社会に定着しており、番組で扱う際にも留意しておく必要がある。 
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○  テーマがタイムリーで、日米間に偏らず日独伊間の関係にも焦点をあてたことが高

く評価できる。また、歴史ドキュメンタリーとしても高品質で、日本に対する批判的

な視点も含まれていてバランスが取れていた。また、国内放送と国際放送が連携し、

近い時期に放送したこともよい試みだったと思う。海外の視聴者向けに、日本、ドイ

ツ、アメリカといったさまざまな視点で番組を構成したこともよかった。ニューヨー

クの番組モニターのコメントで、歴史ドキュメンタリーとして勉強になったという評

価があったが、ほかにも海外視聴者からの反響があれば聞きたい。また、ぜひドイツ

での番組上映と研究者や市民との対話を企画するなど、市民交流のプログラムなどと

連携して展開を図ってほしい。 
 

○  日独伊三国同盟に関しては学校の教科書で説明されていた範囲の知識しかなく、大

島氏については知らなかったので、非常に興味深く視聴した。外交官であった期間だ

けではなく、職を離れていた期間もナチスとつながりを持ち、一私人でありながら同

盟の立役者になったということに驚いた。太平洋戦争開戦につながる動きや意思決定

について知る機会となり、興味深かった。判断の誤りで、先に向けた方針を間違える

ことの恐ろしさも感じた。第１次世界大戦で国が疲弊する中、ドイツ社会がカリスマ

を求めたことでヒトラーが台頭し、教養のある外国人であった大島氏をも心酔させた

事実は、いまの社会に生きる私たちにも教訓になる。 
 

○  重厚な歴史検証のドキュメンタリーで、ＮＨＫだからこそ制作できた番組だと感じ

た。大島氏は、日独伊三国同盟を提唱し、ヒトラーに個人的に食い込んだことを考え

ると、敗戦の一因や責任を担うことになったことはともかくとして、有能な外交官で

あったと言えると思う。戦争は相手の意図と自らの能力を読み違えることで発生し、

不正確な情勢分析により悲劇を拡大させることを考えると、この番組で、典型的な例

を検証したとも言える。一方で、テープの公開に同意した夫人の大島豊子さんの心境

は、もう少し説明してもらえるとよかったと思う。 
 

○  質の高い歴史ドキュメンタリーで、特に海外の視聴者に新しい事実を伝えた点が評

価できる。そのうえで、大島氏の人間的な魅力の描写などが、ホロコーストの犠牲者

とその家族にどう受け止められるのか気になった。ホロコーストに関してはポジティ

ブなコメントや評価を下すことはできない。大島氏のインタビューでは、経済的な評

価を加えた分析をしなかったことを反省する発言はあったが、口調はかったつで、あ

まり後悔の念がない印象を受けた。この番組は、大島氏という一人の人間のドキュメ

ンタリーであり、その中で、晩年の大島氏の言葉を率直に伝える意義はあるが、海外

視聴者、特にホロコーストの犠牲になった人たちに対して、日本におけるナチスやホ

ロコーストの受け止めについて誤解が生じないよう、伝える際の細かい配慮が重要だ

と思う。 
 

○  大島氏が、赴任した国の最高指導者の信頼を得たことを考えると、その外交の実力

は高かったのだろうと思う。しかし、結果的に、ソ連の実力を全く評価できていなか

ったことで、致命的な判断をした。ホロコーストについては、赴任期間中にまだ顕在
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化していなかったのかもしれないが、ユダヤ人に対する政策をどう理解したのかにつ

いて強く疑問に思う。独裁者に対して傾倒し、行き過ぎる親交がリスクにつながるこ

とは教訓とすべきだ。一方で、最終判断は政府がくだすもので、本国が現場の大使の

判断にはある程度の限界があることを十分心得るべきだったとも感じた。政策に関す

る判断に関わった当事者が、記憶を記録に残すことの重要性を再認識させた意味でも、

非常によい番組だった。 
 

○  日独伊三国同盟に関しては、教科書での知識しか持っていないので、番組で大島氏

が暗躍していた背景を知ることができ、理解を深めることができた。こうした優れた

歴史ドキュメンタリーが国際放送だけでなく、国内でも放送されることは意義が大き

いと思う。大島氏の存在や晩年の振り返りについて、海外視聴者の意見もぜひ聞いて

みたい。 
 

○  映像、写真、テープなどの素材をうまく生かし、関係者のインタビューも加えて構

成された、大変良質なドキュメンタリーだった。大島氏という歴史を動かした人物の

肉声テープが残っていたことが、この番組の価値を高めている。歴史に新しい解釈、

知見をもたらすことができた、価値の高い番組だ。大島氏の存在がなかったら、日本

の現代史の帰すうは大きく異なっていたのではないかと思われ、外交官の役割と現代

史との関係についても興味を深めた。大島氏の果たした役割について、ドイツやイタ

リアにおいてどのように認識されているのかにも興味を持った。 
 
 
 

（ＮＨＫ側） なぜ、今になって大島氏のインタビューが公開されたのかという疑問に

ついて答えると、明治大学の三宅名誉教授は、そもそも公開しない前提で

インタビューを録音し、1973年以降、自身の論文等の参考資料にとどめる

形でテープを使用していた。一方で、実は、去年の９月２７日は、日独伊

三国同盟締結から８０年の節目だった。このため、私がこの節目に向けて、

三国同盟関連の取材を進めていたところ、神奈川県在住の郷土史家から、

このインタビューテープについて情報を得た。三宅教授に接触したところ、

ＮＨＫに提供することに理解を得ることができたという経緯だ。また、今

回の番組は、大島氏に焦点を当てたため、三国同盟締結において重要な存

在である、松岡洋右元外相の紹介は相対的に少なめになったが、松岡元外

相の役割を過小評価しているということではない。当時の日本が三国同盟

の締結を決断した主な理由は、ドイツのアジアにおける英仏の植民地への

進出を防ぐ意図からだったという説について、内容は承知しているが、  
５０分の番組の中で、すべての説を伝えることは難しく、今回は割愛した。

ＧＨＱによる大島氏への尋問調書や防衛研究所によるインタビューも検

証したが、今回の番組は、三宅教授に提供されたテープを軸に構成したた

め、これらは積極的には使わなかった。テープの大島氏の口調については、

公開を前提にせず、研究のために行われたインタビューであったため、メ

ディアの取材に答える場合とは異なり、大変リラックスした雰囲気であっ
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たことが影響していると思う。ホロコーストについては、大島氏は、この

テープの中でほとんど触れていない。「噂があるのは知っていたが、あれ

ほど大規模なことが行われているとは全く知らなかった」というひと言を

発しているだけだ。この部分を取り上げるかどうか検討も行ったが、取り

上げる場合は、中途半端に伝えるテーマではなく、きちんと説明を加える

ことが必要だと考えた。実際に、大島氏がほとんど言及していないことも

あり、今回の番組にあえて含めることはしなかった。豊子夫人がテープの

公開に同意した理由については、ご本人が亡くなられているため、今とな

っては真意を尋ねることはできない。三宅教授は、「大島氏は公開しない

でくれと言っていたものの、自身の思いのたけを後世に残すことを、実は

期待していたと、豊子夫人が感じていたのではないか」と考えているよう

だ。 
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２０２１年 ７月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年７月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８２回）は２０日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。ひき続き、「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」、「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ     

ＳＤＧｓ」、「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」について説明があり、意見交換を行った。

最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委   員 中曽   宏   （㈱大和総研 理事長) 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜ＮＨＫおよび国際放送の最近の動きについて＞ 

 
○  東京 2020オリンピックが開催され、日本に注目が集まっている今、国際放送を周知

し、視聴を増やすよいチャンスだ。関係者の来日もきっかけになると思うので、選手

村での視聴環境整備など、取り組みについて知りたい。また、国内のテレビ番組情報

誌で、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの活動を紹介できないか。国内放送と国際放送両方

に取り組むＮＨＫとしての一体感を示すほか、グローバルな取り組みの紹介としても、

ぜひ取り上げてほしい。例えば二次元コードを掲載することで、ＮＨＫワールド   

ＪＡＰＡＮのホームページに誘導することができ、接点を作れると思うので、検討し

てほしい。 
 

○  東京 2020オリンピックは、多くの会場で無観客開催となり、選手の関係者の来日も

難しい状況になっている。試合が放送されない国や競技もあると思うので、開催国の

国際放送を担うＮＨＫには取材・放送への期待が高いと思うが、どのような取り組み

をするのか知りたい。 
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（ＮＨＫ側）  選手村では、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがテレビのチャンネルの一つ

として入っている。また、インターネット環境があれば、ＰＣやスマート

フォンでも見られる。空港などでは、二次元コードを掲載したポスターを

掲示し、視聴を誘導するなどの施策を進めてきたが、現在、緊急事態宣言

で人の移動が抑制されている状況なので、イベントなどでの積極的な広報

は控えている。そのほかＳＮＳを通じた周知の努力を続けていきたい。 

オリンピック報道について、競技そのものの放映権はないため、許諾を得

た限られた競技映像を使用し、主な動きと、日本を含むアジア選手の活躍

をニュースの中で伝える。バンコクを含めた中継拠点から、アジア諸国の

反応も伝える予定だ。 
 
 
＜「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」Ｋｉｎｔｓｕｇｉ： Ｇｉｖｉｎｇ Ｎｅｗ Ｌｉｆｅ ｔｏ Ｂｒｏｋｅｎ Ｖｅｓｓｅｌｓ 

(６月４日（金）１０:４５ ほか） 

「Ｍｉｎｉ－Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」Ｅｐｉｓｏｄｅ３ ＫＩＮＴＳＵＧＩ－Ｔｈｅ Ａｒｔ ｏｆ Ｒｅｐａｉｒ 

（５月１８日（火）１２:５８ ほか） 

「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」＃８ Ｌｉｆｅ Ｌｅｓｓｏｎｓ Ｔｈｒｏｕｇｈ Ｆｏｏｄ  （Clip） 

について＞ 
 

○  いずれもＳＤＧｓを念頭に制作されており、金継ぎ、食育といった、ＳＤＧｓのテ

ーマとしてふさわしい題材を扱っていてよいと思う。またショート動画という形で 

ＳＮＳでも見られるようにしている点は評価できる。ただ、ＳＤＧｓのどのゴールと

関係しているのか明確に関連付けられていないことで効果が下がるのではないか。国

連のＳＤＧｓのロゴにより関連性が認識されると思うので、ロゴや、どのゴールに関

連するかを番組内で示すことが重要だと思う。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は映像表現が細微に至り、壊れた器と人としての自分の価値

を重ねて問う印象的な作りになっていた。映像、音楽がすばらしく、茶道に端を発す

る哲学、金継ぎの技術を紹介する優れたドキュメンタリーだ。ナレーションも落ち着

きがありよかった。ただし、Ｗａｓｔｅという言葉からは、日本が大量に生み出している

産業廃棄物や廃プラスチックの問題を連想する。金継ぎをＺｅｒｏ Ｗａｓｔｅとして紹介す

るのは少し本来の意味とずれているように感じた。「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」で、

草刈正雄さんの語りに「形ある物はいつか壊れる」とあるように、金継ぎはゴミを出

さない行動というより、物を大切にする伝統として紹介すべきではないか。「１００    

Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」では、ナレーションと英語字幕の言葉が一部で一致し

ないところがあり、気になった。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」では、わび・さびという言葉が最初の方に出てくるが、海外

の視聴者にはこれと金継ぎとをすぐに結びつけるのは難しい。傷のない元の形に戻す

のではなく、壊れた物に新しい価値を与えるという発想なのだ、と理解して初めてそ
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の意味がわかるのではないか。「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」は、短い動画にメッセー

ジがこめられており感心した。ただし、実際に自宅で金継ぎをするのは特殊で、大部

分の日本人には日常ではないので、誤解を与えないか気になった。「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ  

Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」では、学校での料理のシーンで女子生徒が目立っていた。ジェン

ダー平等もＳＤＧｓの目標の一つだ。日本は女性の社会進出が遅れ、家事分担が女性

に偏っている印象を持たれがちな側面もあるので、ネガティブな印象を持たれないか

気になった。 
 

○  金継ぎを紹介した「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は、静ひつな、胸に染み入る番組だ。金継

ぎの歴史、技術、金継ぎ師の黒田雪子さんの物語を通して日本の伝統文化を知り、人

間の弱さと立ち直る可能性について考えさせ、さらに、現代の消費社会に内省を強く

促している。壊れた食器と壊れた心を結びつけ、物と心の再生を隠れたモチーフにし

た点が内容に奥行きを与えていると感じた。黒田さんの言葉や態度から、芸術が人間

の自己回復の契機となることを改めて感じ取った。また、金継ぎの美しさを際立たせ

る映像や、スローモーションを使って作業の繊細さと、修復に要する時間に思いをは

せる手法などに制作者のメッセージを感じることができた。「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ   

ＳＤＧｓ」は、金継ぎの精神が、短編ながらうまく描かれていた。草刈さんの演技は自

然体で、身近に感じた。自由学園を紹介した動画「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」

は、給食を通じて自然と人間、食と命、他者への思いやりや社会性を育む教育が実践

されていることを描いていて、興味深かった。一方で、自由学園での食の試みを一般

の人々の日常生活といかに結び付けられるのか、知恵が示されていたら、より奥行き

のある内容になったのではないか。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は、物を大切にして物の寿命を延ばしていこうとする黒田さ

んの思いが伝わる内容で、勉強になり、興味深く見た。物の修復における欧米との考

え方の違いについては、両者の考えをともに認めながら金継ぎの良さを伝えるよう、

もう少し丁寧に表現すべきではないかと思った。「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」は、ド

ラマ仕立てで分かりやすかった。金継ぎは各家庭で普及しているというより、最近で

は若い人が金継ぎの技術を学び、アクセサリーなどの物づくりに生かしている場合が

多いので、そういった側面も取り上げられれば、若い視聴者層にもより響く内容にで

きたのではないか。祖父、母、娘という三世代の家族設定は、日本の都市部では一般

的でなく、少し前の家族構成だと感じ、感情移入しづらい点が残念だった。「１００     

Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」では、身近な食を通じて自然界の循環やリーダーシッ

プを学ぶ活動を取り上げたのはよかったが、料理の場面で女子生徒が中心に描かれて

いた。ジェンダー平等の観点から、男性も女性も取り組みに共感して一緒に作業する

姿勢を取り上げると、活動の価値がより高まるのではないかと感じた。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」で、傷を美徳とする金継ぎの修復の技法が、わび・さびの美

意識と深く関わっていると紹介した点は、世界の視聴者の興味を引いたと思う。また、

器の修復にかかる長い時間を視聴者に体感させ、その間、作業に没頭することで、人

も至福を与えられ、心が修復されていくことを伝えた意義が大きい。また、単に器が

再生されるのではなく、傷を生かして修復することで、唯一無二の価値を持った物に
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生まれ変わるという考えは、現代社会の中で多様性を認め合うことを実現する考え方

にもつながるように思う。さらに、黒田さんの「持ち主が喜ぶことがうれしいが、器

が捨てられなくなった喜びの方が大きい」という言葉は、大量消費、大量廃棄社会に

対する警鐘となる重要なメッセージだと思う。１５分の短い番組だが、映像の質が高

く秀逸な表現が数多くあった。「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」で取り上げられ

た学校給食は、海外では珍しいシステムで、生徒たちが自給自足を実現していること

も含め、海外視聴者に驚きを与え、関心を持ってもらえる内容だ。生徒たちが、人間

関係を学び、成長しているという点も興味深く、高品質な内容だった。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は映像が美しく、また、わび・さびの概念を、金継ぎを通し

てわかりやすく説明しており、視聴者のわび・さびの精神への理解が進んだのではな

いか。動画配信サービスにより世界に発信され、アメリカを中心にブームとなった、

日本人片付けコンサルタントの番組では、家の中で使われなくなったものを処分する

プロセスが人気で、この番組で紹介された捨てずに修復する金継ぎが、逆のコンセプ

トであると感じ、混乱したのではないか。視聴者の反応が気になった。「１００ Ｉｄｅａｓ   

ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」の食育についても、やはり少し前に日本発で大変よく見られ

た、日本の小学校で生徒が白衣を着て自ら配膳する給食システムを紹介したＳＮＳ動

画を思い出した。海外の学校とは異なる食育のシーンが、珍しがられ、よく見られた

のだと思う。今回は、さらに生徒が自ら作る、という点も加わり、興味を持たれたの

ではないか。ただし、日本全国で自由学園と同じ活動が広がっているという誤解も生

んだかもしれない。また、意図的ではないにせよ、女子生徒が料理をするシーンがク

ローズアップされていたのは、日本古来の家庭のあり方を想起させる可能性もあった。

これらの点はもう少し配慮されるべきではなかったか。 
 

○  「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は、黒田さんのやわらかな語りから、一度は壊れてしまった

繊細な心が金継ぎで新たな命を吹き込まれ、器と同じように新しい境地に到達した安

ど感が伝わってくる番組で魅了された。クローズアップされた黒田さんの手が、技を

究めるまでの道のりの険しさを雄弁に物語っており、ほぼ全編にわたって聞こえるカ

エルの声、丸くなって眠っている猫の姿などの演出効果もすばらしかった。結果とし

て黒田さんの存在感や金継ぎの持つ不完全の美の印象が強く、主題のＺｅｒｏ Ｗａｓｔｅの

メッセージが、目立たなかった印象だ。物を大事に使うことで、その物が世代を超え

て大切な物に変わっていくというメッセージは、「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」にコン

パクトにまとめられ、ストレートに伝わっていたと思う。「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ    

ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」では、食材を育て、食事を作る共同作業から学ぶチームワークの大切さ

など、持続可能な社会の構築に必要な視点を生徒に与えたと思う。百年も前から今日

のＳＤＧｓ的な要素を持った教育を施していた、自由学園の先見性がとても印象に残

った。持続可能な社会をつくっていく上で教育がいかに大切なのか、改めて認識した

よい番組だった。 
 

○  ＳＤＧｓはさまざまなところで話題になっているが、持続可能性という観点から、

経済界ではＥＳＧ投資に取り組み始めるなど、この先を見据えた広い関心につながる

動きがある。また国際社会では気候変動に対処するための脱炭素の実現について議論
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が続いている。このようにＳＤＧｓは幅広い概念で、時々行う身近なキャンペーンで

はなく、2030 年、あるいは 2050 年、その先に向けて、恒常的に国際社会が抱える世

界的な課題と位置づけて取り上げるべきだと思う。どの番組もＮＨＫらしい視点で、

日本のすばらしい点を紹介できているが、それが、国際社会が抱える課題にどうリン

クしているのかを示していくべきだと思う。例えば金継ぎとイタリアの修復技術とを

結びつけ、修復の概念の違いを乗り越えてつながりを探るなどすれば、国際的な広が

りを持たせられる。フィレンツェの修復研究所では、和紙や日本の大工職人が使うの

みなどが修復に非常に価値があると言われている。「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ   

Ｗｏｒｌｄ」の自由学園の取り組みをもとに、続けてフードロスの問題について考える議

論を実施するなど、うまくいっている点と課題を組み合わせて展開させることもでき

る。日本の魅力に加え、日本が抱える問題点も、常に念頭におき、ＳＤＧｓの番組を

発信すべきではないかと考える。また、アフリカなどの貧困の問題とこのテーマを連

携させ、給食の導入や食育により、母親が働きに出られるようになれば貧困の改善に

つながる、などの視点も取り入れられればさらに番組に広がりが出る。ぜひ、今後  

５年、１０年先を見据えたキャンペーンを展開してほしい。 
 

○  いずれも優れた番組だった。「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」は、効率優先、大量消費、大量

生産という現代社会に対する強烈なアンチテーゼになっている。傷に気付かないよう

な修復がすばらしいという価値観から、傷自体が美しいという価値観への転換は、新

鮮な発想で興味深い。わび・さびとの関連で欧米との対比もあったが、例えばイギリ

スやフランスでは、家には手入れしながら長く住み、物も大切にしている印象がある。

海外との対比はもう少し慎重であったほうがよいのではないか。また、断捨離や捨て

ることがすばらしいという価値観が国内外で広がっている中で、捨てずにずっと使い

続けるという価値観が、せめぎ合いつつ、どう折り合いをつけ、社会に受容されてい

くのか、大変興味深い。「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」は、先に「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」

を見たため、よく理解でき、短い時間の中でメッセージを受け取ることができたが、

単独で見ていたら、同じような理解ができたかどうか、若干疑問を持った。「１００     

Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」については、給食が単に食を大切にすることの重要さ

を学ぶ場であるということだけではなく、途上国では子どもの貧困対策や就学支援と

して貢献しているというメッセージが入ると、ＳＤＧｓの複数のゴールに関連づけら

れ、理解が広がると思う。 
 

（ＮＨＫ側） ＳＤＧｓキャンペーンは、長く続けるべきものと考えており、来年度も

番組の一環としてきちんと位置付けたい。「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」について

は、配信で連携している、アメリカの公共放送局のメインチャンネルでの

配信も決まっている。国際放送の重点地域であるアメリカでも、ＳＤＧｓ

や環境問題に対するニーズが高いことを念頭に置いて長く取り組みたい

と考えている。今回の番組では、ポジティブな面を中心に紹介したが、フ

ードロスも含め大量廃棄が行われている現実もある。課題解決の道を探る

ことを含め、今後さらにキャンペーンを発展させていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」のＷａｓｔｅでイメージするのは廃棄、ゴミであり、
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金継ぎとは結びつきにくいという指摘について、物を大事にすることで心

が癒されていく、また不完全な物の中に美しさがあることを伝えることで、

捨てる行為を減らすことにつなげたいと考えた。ゴミを出さない生活、と

いう日常的なメッセージだけではなく、ものを大切にする生き方が伝わる

シリーズにしたい。わび・さびについて、海外の番組モニターからは、概

念がわかりやすく説明されていたという反応もあったが、難しいのでは、

という意見もあったので今後の制作に生かしたい。また、物の再生した姿

を美しいと感じ、癒やされたが、同時に自分たちの大量生産・大量消費を

内省させられインスパイアリングだった、というコメントも多く、番組の

テーマは、一定程度受け止められたと感じている。日本人片付けコンサル

タントが、不要な物を捨てるプロセスを紹介して人気を得ていることと、

黒田さんの生き方は確かに異なるが、どちらがよいということではなく、

持続可能な生活を目指す際、これまでのライフスタイルや価値観を変える

ことも必要だ、ということが伝わることが重要だと思う。黒田さんのヒュ

ーマンドキュメンタリーの側面が強くなる分、「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」のメ

ッセージが希薄になったのではないかとの指摘について、制作過程では、

黒田さんの人間的魅力を伝えることにも比重があった。生き方の中に、 

「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」のメッセージを見つける試みは続けるが、人生の起

伏とともに、取り組みの詳細な内容に重点をおく回もある。さまざまな角

度から「Ｚｅｒｏ Ｗａｓｔｅ Ｌｉｆｅ」を発信していきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｍｉｎｉ-Ｄｒａｍａｓ ｏｎ ＳＤＧｓ」は、今後、国内で放送する際に、連続テ

レビ小説「なつぞら」と同じキャストが祖父と孫を演じることにも注目し

てもらいたい、と考えた。こうした家族設定が現代に合わないと感じられ

るかもしれないという指摘、また金継ぎが若いクリエーターに注目されて

いる点などは、今後の参考にしたい。ＳＤＧｓのどのゴールに当たるかに

ついては、一部の番組を、インターネットでショート動画として発信する

際に、関連情報を画面上に加えた。今後、ＳＤＧｓのウェブサイトを構築

する中で、ゴールごとに番組をタグ付けするなど、目標を関連づける工夫

をしていきたい。「１００ Ｉｄｅａｓ ｔｏ Ｓａｖｅ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」で、ナレーション

と字幕が微妙に違っているが、動画をＳＮＳで発信する際、音声を消して

見ている人が多いことをふまえ、ナレーションの概要を字幕にしている。

字数の制限で、そのまま字幕にできないため、一部異なっている言葉があ

るが、なるべく不自然でないように、今後も気をつけて作成する。料理の

シーンについては、女子生徒が主に担当する日に取材を行ったため、結果

的に、女子生徒が目立つ映像となった。海外の番組モニターからも同様の

質問があったので、今後、ジェンダー平等の視点は、一層意識して制作し

たい。 
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２０２１年 ６月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年６月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８１回）は１５日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「国際放送番組と発信の在り方」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国

際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委  員  中村 勇吾 （インターフェースデザイナー、tha ltd. 代表) 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜国際放送番組と発信の在り方について＞ 

 
○  ＮＨＫの国際放送は、約 160の国と地域、３．８億世帯で視聴可能とのことだが、

さらに世界中のどこでも視聴できるように努力を続けてほしい。受信環境の整備には、

技術的な問題を含めて難しい課題があることは承知しているが、世界中のどこからで

も視聴できることを目指すことは、ＮＨＫならではの取り組みであろうと思う。次に、

在外邦人向け日本語チャンネル、ＮＨＫワールド・プレミアムでは、大変良質な番組

を放送できていると思う。速報性のあるニュースや情報に加えて、国内で話題になっ

ている番組が放送され、海外の暮らしの中でも日本国内と同じ番組を共有しているこ

とで安らぎを感じられる。ＮＨＫの国際放送には日本の文化、歴史や伝統を世界に発

信する番組を、引き続き編成してほしい。海外に住んでいると日本について説明する

場面に役立つ材料が必要になる。ＮＨＫには、日本について理解を深めるのに有用な

番組が数多くあるので、日本人自身が、日本について発信するよい材料を得ることが

できる。また、国内の外国人への情報提供も重要だ。災害や感染についての安全情報

は、日本に住む外国人の生活の基盤であり、ワクチンや出入国に関する情報のニーズ

も高まっているので、役立つ情報を速く伝えることが必須だ。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ
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全体の戦略について、他の国際ニュースチャンネルとの差別化を考えると、アジアか

らの情報を重視することが重要ではないか。毎日のニュースの中でアジアに特化した

ニュースを増やすなど、多様なアジアの情報を提供できるとよいと思う。 
 

○  ＮＨＫならではの役割として、多言語化が大変重要だと思う。特に、新型コロナウ

イルスの感染拡大の中、移動や出入国の情報を正確かつ迅速に伝えることは、ＮＨＫ

だからこその役割で、多言語で伝えることで届く範囲が増える。多言語化を進める際

のコストについて、最近はデジタルツールを使ったさまざまな翻訳ビジネスモデルが

出てきているので、うまく活用し、コスト管理も進めながら、効率的に多言語化を拡

充してほしい。また、世界に数多くのニュースチャンネルがある中で、他のチャンネ

ルとの差別化が重要で、アジアや日本のカラーを少し強める工夫をするなど、議論を

深める必要があると思う。 
 

○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの、基本となる構成要素はニュースであり、ニュースの

公平・公正、速報性を旨とする品質維持には継続して精力的に取り組んでほしい。東

京の深夜時間のニュースをニューヨーク発とする、２拠点を活用した２４時間体制の

発信はよい試みだ。ＡＩ自動翻訳による字幕は、英語以外の言語で利用しているとの

ことだが、将来的に精度が高くなっていけば、制作コスト削減もできると思うので、

英語についても、ＡＩ自動翻訳による字幕方式に切り替えることもありえるのではな

いか。 
 世界の視聴者の求めるコンテンツは、二極化が進んでいる。動画共有サイトやＳＮＳ

のような、ユーザー自身が制作する、即興性、話題性重視のものと、動画配信サービ

スに代表される、制作費をかけて価値を極限まで高めたコンテンツだ。ＮＨＫワール

ド ＪＡＰＡＮは、高品質なコンテンツも発信していて、後者に近いと思うが、世界の

若い視聴者を獲得するため、ＳＮＳなどのコンテンツ充実も図っていくべきだ。 
 

○  多言語での発信を強化し、国内の外国人向け情報発信に注力することは、非常に大

事だ。特に災害情報については、日本人でも行政サービス等の説明がわかりづらいと

感じることがあり、国内在住の外国人が理解するためには、ＮＨＫからの情報が頼り

になるだろう。一方、ニュース以外の、ＮＨＫならではの、日本を伝えるコンテンツ

もますます重要になる。外国人が持つ日本のイメージと現実が異なる場合もあり、今

の日本を正しく伝えるコンテンツを充実させてほしい。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫの国際放送が、世界中のどこでも視聴できることが望ましい。現

在は、ライブストリーミング配信を行っているので、インターネット環境

があれば、すべての地域で見られるようになっている。衛星を通じたテレ

ビ放送の受信環境整備にはコストがかかるため、選択して環境整備を行う

必要がある。在外邦人向け日本語チャンネルのＮＨＫワールド・プレミア

ムも、より充実させたいと思っている。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮは、ア

メリカの公共放送局と提携してさまざまな番組を配信しているが、他とは

異なる視点や内容が評価されている。アジアや日本の情報が充実している

点が、高く評価されているものと考えている。また、アメリカの視聴者へ
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独自の調査を行った結果では、回答者の多くが、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ

はＰＢＳ、ＢＢＣと並んで内容が公平であると回答している。公平で、他

のチャンネルにない情報を得ることができるという点を、今後も意識して

発信していきたい。コスト的にも効率的な運営が求められることから、ネ

ット配信も積極的に進めていく。また、英語からのＡＩ自動翻訳も導入し、

ネットでは、多言語での同時配信も行っている。自動翻訳はコストが抑え

られ、英語以外の言語については、精度も利用者に満足してもらえるレベ

ルまで到達しており、多言語サービスの拡充にとって重要な技術だ。日本

語から英語への翻訳については、ＮＨＫ放送技術研究所で自動翻訳の技術

開発を進めており、台風や地震など、災害情報の一報は、自動翻訳による

ものをベースとし、最終的に人がチェックしている。速報性が求められる

場面では、自動翻訳が力を発揮する。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの特徴は、

１時間の内、前半３０分がニュース、後半の３０分が番組という構成だ。

後半の番組部分に、高品質なドキュメンタリーなどを編成していることが、

アジアや北米地域から好評だ。前半のニュース、後半の番組、という編成

で、内容の充実と他の国際ニュースチャンネルとの差別化をはかりたい。

また、若い視聴者に届く内容を目指すことは重要課題で、動画共有サイト

などのインターネットを活用した施策を考えていきたい。 
 

○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの国内在留外国人への認知向上について、テレビを持た

ず、携帯電話やパソコンを使う人が多いことを念頭に、いつでも、どこでも、見られ

ることを周知することが重要だ。ライブストリーミング配信の存在を認識していれば、

在留外国人も、ホームページやアプリを定期的にチェックするのではないか。今年度

以降、インターネット配信により注力していくデジタルシフトを計画しているとのこ

となので、認知向上に力を入れるべきだと思う。ＮＨＫの日本語ウェブサイト「ＮＨＫ

オンライン」のトップページでも、もっと積極的な広報ができないか。広報月間を設

定するなど、アピールを強化する工夫も有用だと思う。また、在留外国人の窓口であ

る出入国在留管理庁や自治体と連携して働きかけを行えないか。二次元コードによる

誘導のほか、紙媒体による周知も効果的だ。さらに、公共交通機関への関連情報の掲

示も積極的にやる価値がある。バスの中でＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの新型コロナウ

イルス感染に関する情報が掲出されているのを見たことがあるが、公共交通機関の中

でこうした情報に出会えるのはよい。また、国内放送で外国人の出演者がいる番組で、

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮについて紹介があれば、周知に役立つのではないかと思う。 
 

○  送信網の改革に伴い、デジタルシフトを目指すことで、発信の拡大する可能性が出

てきたと感じる。インフラが整ったところで、次は、どのような方法で情報提供を強

化していくかがポイントだ。ニューノーマルと言われる新たな社会の中で、ニュース

を中心に、アジアの公共放送として信頼される重要な情報を伝えていくことを心がけ

てほしい。また、日本の今を正確に伝えることが重要で、例えばジェンダーの問題に

ついても、ステレオタイプの日本観が固定化されないように、変化する日本の今をよ

り正確に発信してほしい。アメリカのみでなく、アジアの中で、どのように見てもら

うのかをぜひ考えてほしい。また、ネットを見る若い世代に、どうすればＮＨＫを身
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近に感じてもらえるのかを調査し、施策を考えてほしい。在留外国人に向けた周知に

ついて、大学を通じて留学生のコミュニティーにアプローチする施策は実施されてい

るが、加えて、外国人のビジネスコミュニティーなどの関係者と積極的に連携して  

ＳＮＳによる拡散を目指すなど、関係者を増やして巻き込んでいく仕掛けを考えては

どうか。 
 

○  まず多言語化の流れについては、必須だと思うので、取り組みを高く評価したい。

災害情報など、命にかかわる情報が多言語で提供されてこそ、ＮＨＫワールド    
ＪＡＰＡＮの存在意義が高まると思う。ニューヨークスタジオ発の「ＮＨＫ       

ＮＥＷＳＬＩＮＥ」を視聴したが、そのラインアップが、戦略的で非常に良かった。アメ

リカのニュースをトップ項目におき、インターナショナルニュースに展開、その中で

アジアの情報から日本の情報へという流れになっていた。アメリカで視聴しやすい時

間帯のニュースなので、まず身近なニュースから入って、ＮＨＫならではのアジア・

日本のニュースに向かう流れは、よく計算されている。ニューヨークスタジオが生か

せるニュース発信を今後も続けてほしい。ウェブサイトについて、さまざまな情報が

載っており、オンデマンドサービスもあるので楽しめるのだが、さらに改良の余地は

ありそうだ。まず、トップページの上部にキーワード検索機能がない。個別の項目に

入るとあるのだが、トップページにあれば使いやすい。また、ウェブサイト上に   

「Ａｂｏｕｔ ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ‐ＪＡＰＡＮ」という説明ビデオが掲載されていて、よくでき

ている。こうした動画を活用する方法として、番組の間に編成してはどうかと思った。 
 

（ＮＨＫ側） アジアの情報については、「ＮＥＷＳＬＩＮＥ ＡＳＩＡ ２４」に加え、夜８時

放送の「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」のバンコクからの中継で、アジアの

一日の情報を６～７分でまとめて伝えており、夜９時、１０時、１１時の

「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」でも取り上げている。国内在留外国人への周知に

ついては、さまざまな形で取り組んでいかなければいけないと考えている。

自治体国際化協会（ＣＬＡＩＲ）などと連携して自治体の窓口につないで

もらい、830 の自治体に情報を提供している。ＪＲ、私鉄等の公共交通機

関にも、必要に応じて情報を提供し、特に台風の際の計画運休の周知など

をきっかけに、連携強化している。そのほか、大学やビジネスコミュニテ

ィー、大使館等を通じてできるだけＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのサービ

スを知ってもらうことが重要だと認識している。多言語サービスを、一部

ラジオ第２放送や、インターネットでそのまま流していることも含め、認

知をできるだけ拡大していきたい。ウェブサイトトップページのキーワー

ド検索機能などの改善や、チャンネル説明動画の放送での活用についてな

ども、必要に応じて今後検討していきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 番組の間にチャンネルを紹介する映像を流すことについては、国内放送

では、公共放送としてのメッセージや新型コロナウイルス関連情報を含め

た２分のスポット番組などの放送を増やしている。国際放送でも同様の方

法ができないか、検討していきたい。 
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（ＮＨＫ側） ニューヨーク発の「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」について、できるだけ北米の

視聴者に親しみを持ってもらえるよう、冒頭はアメリカのニュースを伝え

るというのがニューヨーク発信のコンセプトだ。続いて、インターナショ

ナル、アジア、日本のニュースという流れを考えた。今後、さらに内容を

充実させてニューヨークスタジオならではの発信をしていきたい。 
 

○  自然科学系の番組で、特に地球科学に関する番組について、必要なデータをきちん

とグラフなどで示したり、難しい専門用語も、言い換えたり説明を添えたりして、ポ

イントを押さえて、よく作られていると思う。地震や火山に関わる災害については、

さらに発信に力を入れてほしい。こうした災害が起こる可能性があり、人口が多く影

響が大きくなる可能性がある地域は、インドネシア、フィリピン、南米のチリなどだ。

日本で制作された番組が身近ではない地域だが、防災の観点から、ぜひこれらの地域

の視聴者に地球科学系の番組が届けばよいと思う。災害に対するハザードマップを作

るのは地元の自治体なので、命を守るために、地震や水害でどれぐらいのリスクがあ

るのかを、自治体がきちんと把握して動かなければならない。それらの関係者に、  

ＮＨＫの国際放送で役立つ番組があることが伝わるように取り組んでほしい。 
 

○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのインターネットサービス、スマホアプリや、ウェブサ

イトのデザインに目を向けてみると、さまざまなサービスの情報が並列的に示されて

おり、盛りだくさんで、相対的に少し前のデザインとサービス、と見えてしまうので

はないか、という印象をもった。この１０年で、動画共有サイトや動画配信サービス

の存在感が大きくなり、いずれも、映像コンテンツを視聴するためのプラットホーム

として、その機能を絞り込み、価値を最大化することに戦略的に取り組んできている。

そういった動きを見慣れたユーザーが、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのウェブサイトを

見ると、サービスの内容を把握しづらいと感じるのではないか。さまざまな情報に目

移りして、何を目的に訪問したのかよく分からなくなってしまう可能性がある。最近、

ユーザーのインターネット体験はどんどん単機能化しつつあって変化が起きている。

何をするためにウェブサイトやアプリを訪れてもらうのかを明確にすることが重要だ。

そのためには、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの映像メディアとしての立ち位置や目指す

方向を決めて取り組むことが必要だ。ニュースメディアとコンテンツ提供メディアの

中間の立ち位置、と感じるが、議論を深めることが重要だ。放送からインターネット

にシフトしていくと、コンテンツを蓄積してそこから選んで見てもらう視聴形態に移

る。選ぶ過程では、ユーザーも番組やチャンネルの強みが何か、そのブランド価値を

把握する視点が従来よりも発達してくる。番組一覧でも、「これを見たい」「これが気

になる」といった積極的な印象をもってもらうため、その意図をサムネイルなどによ

り打ち出すことが必要だと思う。プラットホームやサムネイルのデザインを考えるこ

とで、コンテンツやチャンネルのブランドを育てていく意識を伸ばせると思う。 
 

○  1995年にテレビ国際放送を始めてから、現在のサービスまで発展させ、またアメリ

カにも放送拠点をつくって世界の多くの人々に視聴してもらえるように育てたことに

対して、敬意を表したい。また多言語化に力を入れていることは心強く感じている。

新型コロナウイルス感染症の拡大を経験して、移動の制限がかかる生活を強いられて
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きたが、ＮＨＫでも業務のスタイルが変わり、人を派遣するかわりに、海外の機関と

協力して取材・制作を行うことが増えてくるのではないか。各国の公共放送局と連携

しながら番組を共に作り、ＳＤＧｓのキャンペーンなどで世界中にインパクトを与え

ることは、グローバルなリーダーシップを発揮することにもつながる。世界への影響

力の大きいアメリカに拠点を設け、ニューヨークにスタジオをつくったのはよいこと

だが、インド、インドネシアなどの人口の多い国でどのように視聴者を増やすかも、

課題だと思う。国内在留外国人への周知に関連して、大学との連携を今後も一層進め

てほしい。例えば、良質なドキュメンタリー番組等、教育的価値の高い番組を教育現

場で活用できることについて、より効果的に広報するとよいと思う。最後に、ＮＨＫ

ワールド ＪＡＰＡＮを身近に感じてもらえるようなテーマ音楽を浸透させるなど、戦

略的にブランディングに取り組めばよいと思った。 
 

（ＮＨＫ側） 自然災害時の助けとなるサイエンス系の番組は、局内の科学番組制作者

とも連携して開発していきたい。ホームページのデザインについてだが、

テレビ、ラジオ、インターネットサービス、ニュースなどすべてを入れ込

んでの仕様になっているが、さらに使いやすくすることや、サムネイルな

どを工夫し、アクセスを増やしていくことは課題だと考えている。人口の

多いアジアの国々の視聴者への周知については、最適な方法を検討してい

きたい。 
 

（ＮＨＫ側） 頂いた意見はそれぞれ受け止めて、今後の参考にしたい。今後の検討内

容についても共有していきたい。 
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２０２１年 ５月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年５月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６８０回）は１８日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」について説明があり、意見交換を行った。

最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎   （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  (一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委  員  中曽  宏 （㈱大和総研 理事長) 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委  員   村上由美子 （経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）東京センター 所長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  「ＮＨＫニュース おはよう日本」のキャスターが国際放送に出演するという試み

はすばらしい。国内放送・国際放送の壁を越えた人材活用により、マルチに才能を発

揮できるきっかけになる。このように、さまざまな形で個人の能力を発揮できる機会

は、増やすべきだと思う。 
 

○  日本のテレビ番組では、どちらかというと女性が補佐役になりがちだと感じている。

国際放送の場合は、そうは感じないが、今回も、女性キャスターが、力強く、自分の

言葉できちんとニュースを伝える姿を明確に届けているので喜ばしい動きだ。ニュー

スだけでなく、さまざまな番組で、メインスピーカーが、男性と女性半分ずつに近づ

くのが理想だと思う。 
 

○  国内放送の他のニュースでもキャスターが時々海外の人に直接インタビューしてい

るが、英語のインタビュースキルが高い人がＮＨＫには多いと思う。それらの人たち

を国際放送でも起用する道が開けたのは、大変好ましいことだ。ぜひ今後も進めてほしい。 



 

 2 

＜「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」 Ｃｈｅｒｒｙ ｂｌｏｓｓｏｍｓ （４月２８日（水） １０：４５ ほか） 
「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」 Ｒｉｄｉｎｇ Ｐｉｇｇｙｂａｃｋ ｔｏ Ｗａｔｃｈ Ｆｉｒｅｗｏｒｋｓ 
 Ｐａｒｔ １ （５月３日（火）９：１０ ほか） 
Ｐａｒｔ ２ （５月４日（水）９：１０ ほか） 
Ｐａｒｔ ３ （５月５日（木）９：１０ ほか） について＞ 

 
 

○  両番組ともに、海外の視聴者向けに日本の文化を伝えるという意味で有意義な内容

だった。「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は、桜を通して伝統的な文化や日本の美意識を伝え

る内容で、西洋との比較により、日本文化や美意識を追求する、伝統的な手法を用い

て語られていた。今後は、イスラム文化や、桜を愛でる文化を共有するアジア文化と

の比較も取り上げてはどうか。アイルランド出身のピーター・マクミランさんはすば

らしいナビゲーターだが、アジアにも多くのふさわしい人物がいると思う。日本文化

を、より広い視点で比較する試みにも挑戦して欲しい。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、ラジオ番組として始まった音声コンテンツをテレビ番組化

し、またアメリカの公共ラジオ局と提携していく計画とのことだが、効果的な手法だ。

今回のテーマになった小説には、家族、女性の活躍や家庭内暴力など、現代社会の実

情や問題が描かれているが、これは世界共通のテーマだ。韓国では現代の女性を取り

巻く問題を扱う小説がよく読まれており、話題作は日本でも注目された。問題を共有

するアジアの若い人も多いので、アジア、またアフリカ、ヨーロッパでも提携を展開

できるとよいと思う。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」について、日本人でも知らないような言葉があり、勉強に

なった。映像に加えて、言葉の発音や短歌を詠む声が丁寧で美しく、言語としての美

しさを改めて印象づける、すばらしい番組だ。番組中、桜とともに映る人々の映像に

ぼかしが入ったシーンとないものがあった。ぼかしの影響で桜の花が見えにくかった

場面もあったが、どういう基準でぼかしを入れているのか聞きたい。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、母子家庭や離婚の増加、また、戦後、経済成長に取り残さ

れた郊外の街が衰退していく姿が描かれ、今の日本を映していると感じた。ピーター・

バラカンさんの淡々とした朗読とシンプルなセット、素朴なイラスト調のアニメーシ

ョンにより、シンプルだが印象に残る番組だ。３部合わせて１時間は、少々長いと感

じたが、全体にあたたかな気持ちになるいい番組だった。 
 

○  ２つの番組ともに、日本の風情や季節感などをうまく取り上げていた。「Ｍａｇｉｃａｌ 

Ｊａｐａｎｅｓｅ」の花見の場面で、現在は新型コロナウイルス感染防止のため“密”状態に

なる花見をすることは避けられているにも関わらず、マスクなしの過去の映像がその

まま使われていたことは若干気になった。撮影年のキャプションを入れたほうがよか

ったのではないか。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、バラカンさんの朗読が、魅力的な味を出している。バラカ

ンさんは主人公の男性と、年代的に近いのではと思えることもあって、作品とマッチ

していた。朗読者の人選についてねらいがあれば知りたい。また、第３部で、小説の

原文では花火が中国産であるとあったが、この朗読では“ｍａｄｅ ａｂｒｏａｄ”と国を特定
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しない表現になっており、配慮がされていてよかった。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は、映像が美しく、あまり使わなくなった表現を含め、６

つの言葉が１０分間で紹介され、大変奥深い番組だと感じた。「花吹雪」や「花いか

だ」など、自然現象由来の表現はわかりやすく、映像も紹介されていて、表現の細や

かさについてよく理解できたが、「花疲れ」という言葉で表現される、物憂げなけだ

るさは、映像があっても少々伝わりづらかった。どのように視聴者に受け止められた

のか、奥が深過ぎて伝わらない部分もあったのではないかと気になった。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」について、アメリカには、車を運転しながら小説の朗読など音

声コンテンツを聴く習慣があり、音声コンテンツとして現地のラジオ局と提携した展

開はよい試みだ。日本らしい家族の姿が、懐かしさと今がうまく交じり合う物語の中

でうまく描かれて、バラカンさんの朗読と淡いタッチのアニメーションもよかった。

線香花火に象徴されるメッセージは、日本人には響くが、海外視聴者にとってはどう

か、気になった。また番組の長さは少々長いと感じた。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は、言葉遣いが多彩で繊細な日本語の魅力を、再認識させら

れる内容だ。映像が美しく、マクミランさんの穏やかな語り口や、加賀美幸子さんの

美しい言葉の響きを繰り返し聞かせつつ、意味と語源をたどる手法で、短時間で日本

文化のエッセンスをよく伝えていた。ただ、美意識の違いから、情感などがうまく伝

わらないのでは、と思う箇所があった。日本人が自然と身につけている無常観などの

感性について、視聴者は、日本固有の意識なのか、東洋に共通なものなのか、など、

疑問を持つかもしれない。興味深いテーマなので、別の番組で探求してみてはどうか。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」で、森浩美さんの短編を選んだのは大変よかった。今の日本に

おいて、誰にでも起こりそうな家族の物語の中に、古今東西を問わない家族を思う普

遍的な気持ちが、自然な会話で描写されている。起承転結が巧みな物語で、海外の視

聴者も楽しめる内容だ。「昼のせみしぐれ」、「まとわりつくような暑さ」などは、

外国人と共有するのが難しいと思うが、アニメーションが理解を助けていた。途中ま

では、アニメーションがかえって想像力を制約するのではないかと思ったが、物語が

進展するとともに効果が増した。ほのぼのとした心地よいぬくもりと、懐かしさも残

るよい番組だった。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」の中で、「夢見草」という言葉の紹介場面で、桜が映し出さ

れるが、花に囲まれた空間がハート形になっていて驚き、制作者のセンスに感動した。

言葉を２度、３度繰り返してゆっくり読んでいたが、「花いかだ」、「桜吹雪」や「夢

見草」という音声が、外国の人にとって美しい響きなのかどうか、若干疑問だ。単語

の発音の繰り返しは不要かもしれないと思った。日本の美の感性と、欧米の違いは重

要なテーマで、桜だけでなく、人間中心対自然重視という考え方の違いや、石の文明

と木の文明など、さまざまに比較ができると思う。違いに興味を抱かせる入り口とし

て、また、考察を深めるきっかけとして余韻を残すよい番組だったと思う。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、物語がおもしろく、バラカンさんの自然でなめらかな朗読

を堪能した。アニメーションがあまり主張しないことで、物語がより自然に、心に染

み入る感じがした。朗読の場面とアニメーションの場面が行ったり来たりするのは気
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が散る感じがして、バラカンさんの映像なしでアニメーションのみで通す選択肢もあ

ったのではないか。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は日本文化の象徴である桜を、言葉と映像で立体的に表現

したすばらしい番組だ。マクミランさんは、最良の案内人で、和歌を声に出して読む

ことで、視聴者は和歌のリズム、語感など、魅力を感じ取ることができたのではない

か。加賀美さんの落ち着いた語り口も、非常によかった。番組の長さもちょうどよく、

今後も、日本を象徴するキーワードと背後にある物語の企画をしてほしい。 
 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、さまざまな切り口から家族の問題や、日本の社会を考える

ことができる、広がりのある良質な番組だ。アニメーションと音、語りの３つの要素

がうまく融合し、リアリティーを感じた。物語の中の父親に年齢の近いバラカンさん

が、抑制を利かせた調子で語ることにより、安心して聴くことができた。番組の長さ

は、もう少し縮めることも可能ではないか。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は今年度の新番組とのことだが、今後のシリーズ化に期待が

できる内容だ。映像と、マクミランさんの語り、加賀美さんの日本語の繰り返しが、

アクセントになっていた。ほとんどがソメイヨシノの映像だったが、その他の種類の

桜も使って欲しかった。 
「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は３話で１時間という長さが見やすいのかどうか、気になった。

翻訳について、原作にある地名、例えば目黒川、中目黒、本町商店街などをそのまま

使用していたが、外国人にとっては馴染みがない地名で、訳す必要はなかったかもし

れない。この短編小説には、日本的なテーマが扱われており、わかりにくい部分もあ

るかもしれないが、海外の視聴者が日本を理解するきっかけとしてよい選択だったと

思う。 
 

○  「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」では、バラカンさんの語り口が渋く、深みのある声でよかった。

バラカンさんが、日本の文化、社会に深い理解を持っている方と知っているから、深

みを感じたとも言える。バラカンさんのバックグラウンドを知らない人が声を聞いた

としたら、どの程度受け入れられただろうか。この番組の中でもバラカンさん自身の

言葉でコメントする部分などがあれば、日本に対する深い知識や経験がわかり、効果

的ではなかったか。また、ほかの番組でもバラカンさんの見方を生かしたものができ

るとよいのではないかと感じだ。 
 

○  「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」について、マクミランさんの「伊勢物語」の一節の朗読が、

イントネーションも含めてすばらしいと思った。英訳と原文のローマ字表記の両方が

左右にキャプションとして表示されているのも、外国の視聴者には逐次訳のような形

で分かりやすいとも思った。ただ、スピードが速く、両方一度に見ることができなか

ったので少し工夫が必要ではないか。また、マクミランさんの説明の後に、その情景

の映像を入れることで、視覚的に理解を助けていたと思う。 
「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、温かみのあるアニメーションとせみの鳴き声や風鈴、線香

花火などの効果音が物語の理解を助けていた。家族愛という普遍的なテーマで、外国

の視聴者にも共感をもってもらえたのではないか。バラカンさんの朗読には情感がこ
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もっていて適役だと思った。ただ、バラカンさんが真っ暗なスタジオの中で朗読して

いる姿が、アニメーションと交互にかなり頻繁に現れていたのは気になり、私も、全

部アニメーションのほうがよかったのではないかと思う。ラジオでは、声だけで聴き

手の想像力に委ね、視聴者が物語を膨らませることができるわけだが、テレビでは読

み手の姿に引っ張られて、想像力が制約を受けるのではないかと感じた。第３話の最

後に翻訳者の名前が小さく表示されていたが、翻訳をどのように捉え、扱ったのかを

聞きたい。文学作品において翻訳者の役割は非常に重要だ。非常によい訳だったが、

翻訳者をどのように選んだのか。作者の了解についても聞きたい。海外の視聴者にと

って、この番組が日本の現代小説に触れる最初の機会かもしれないと考えると、どの

ように誰が翻訳するかということは、重要ではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｍａｇｉｃａｌ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は、海外の日本語学習者をターゲットの一つに

しており、国際放送の定時番組として今年度１５本の制作を予定している。

日本語学習者へのアンケート調査、過去のＮＨＫの日本語番組や国文学者

の文献などにある日本語への認識なども参考に、新しい番組を目指した。

指摘のあった、他の文化との比較については、制作中に意識した点だ。例

えば、日本語に見られる言霊信仰とイスラム圏やユダヤ教の言葉の捉え方

を比較する研究などから、多様な文化の中で、言葉を“ｍａｇｉｃal”なもの

としてとらえる傾向があるということから、タイトルを決めた。文化の比

較を西洋との間のみではなく、幅広く行いたいというのが番組制作の原点

だ。 
       確認が取れないものについてぼかしの処理を行った。桜がよく見えなか

ったという意見もあったので、処理については必要最小限にするよう今後

も努力したい。また資料映像の撮影年について、必要な箇所に表示するべ

きという指摘は今後の参考にする。 
 

（ＮＨＫ側） 昨年３月にパイロット版として「雨」を放送し、今回の「桜」と合わせ

て、海外の番組モニターからおよそ９０件の反響が届いており、非常に好

評だ。ある程度、演出の意図が伝わったのではないかと思っている。ただ、

指摘があった「花疲れ」を説明する映像については選択が難しかった。実

際、海外の番組モニターからも分からないという指摘が１件あった。この

ような意見を踏まえ、よりふさわしい映像を探していきたい。読みを複数

回反復することについては、海外の番組モニターには非常に好評だった。

例えばインドネシアの視聴者から、「一緒に声を出して反復できてよい」

というような意見もあり、さらに「まだ反復が少ない」という意見もあった

ので、今後、海外の視聴者の反響などを見ながら演出を検討していきたい。 
 

（ＮＨＫ側） インターネットにおいても日本語のコンテンツは、恒常的に高いアクセ

ス数を得ている。単なる日本語学習コンテンツ以上の、美意識などの考察

も含めた内容を届けることに取り組んでいる。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」は、元のラジオ番組が２０分で、同じ長さで制作し
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た。また、小説の長さを考えると、１度に放送することは困難であり、３

回に分けた。適切な番組の長さについては、本日の意見も踏まえ、引き続

き検討していきたい。番組モニターからの報告を読む限り、家族の問題、

主人公の気持ち、社会状況等については、文化背景の異なる視聴者にもほ

ぼ理解されたと考えている。中目黒などの地名など、分からない部分もあ

ったかもしれないが、物語自体の理解の妨げにはならなかったのではない

かと考えている。全体としては、なるべく原作を忠実に訳すことを心がけ

たので、あえて地名を省くことはしなかった。作品の選択については、短

編であることのほか、日本の文化や社会が表現されていること、またラジ

オで多言語に翻訳する際には、宗教的な事項等も考慮している。 
 

（ＮＨＫ側） ラジオの朗読番組を、テレビ番組化するにはさまざまな映像表現があり

得るが、原作の魅力やラジオの雰囲気を壊さずに、日本の風情をよりよく

伝えるというねらいから、本の挿絵のようなアニメーションを入れるのが

いいのではないかと考えた。どのような人が朗読しているのかを知りたい

視聴者もいるのではと思い、バラカンさんの映像をはさみ、また朗読に戻

るという演出をした。初めての試みなので、意見を参考に、今後の方針を

考えたい。バラカンさんの人選に関してだが、年代は大いに考慮した。バ

ラカンさんは、作品の設定に近い方で共感を呼べる読み手だと考えた。

淡々とした朗読にはバラカンさんの人生も反映され、日本文化への理解も

にじみ出ており、バラカンさんならではの味が出たのではないかと考えて

いる。翻訳者の選択について、文学作品を翻訳するにふさわしい方を探し

た。また、翻訳はこの番組にとって大切な要素であり、原作者の許可を取

ったうえで、翻訳者はもちろん、ネイティブの意見も参考にし、読み手で

あるバラカンさんが読みやすく、内容を深められる表現になるように、さ

まざまな意見交換をして翻訳した。 
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２０２１年 ４月 国際放送番組審議会 
 

２０２１年４月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６７９回）は２０日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で１１人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ Ｍｏｎｏｌｏｇｕｅ」、「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ 2050」について説明が

あり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告

を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 阪田 恭代   （神田外語大学外国語学部 教授） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授 

  （(一財)日本エネルギー経済研究所 参与） 

委  員  永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

委  員  中村 勇吾 （インターフェースデザイナー、tha ltd. 代表) 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委 員   村上由美子  （経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）東京センター 所長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  アメリカ公共ラジオと連携し、英語ニュース番組を配信する枠組みにおいて、アラ

スカ州で新規に配信を開始したと報告があったが、非常に心強い。更に国際連携を強

化し、戦略的に進めてほしい。 
 
 
＜「Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ Ｍｏｎｏｌｏｇｕｅ」 （４月３日（土）１０：１０ ほか）について＞ 
 

○  東京電力福島第一原子力発電所の事故をきっかけに、人間と自然との向き合い方、

自然に対する責任ある行動とはなにか、を考えさせる番組だ。自然と懸命に向き合お

うとしている主人公の松村直登さんや、東北の住民の努力について、あらためて勉強

になった。松村さんについての、ドキュメンタリー映画が過去に作られたことを承知
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しているが、この番組はＮＨＫの独自制作かどうか、経緯を知りたい。 
 

○  被災後、生活が難しい状況にある人を、時間をかけて丁寧に取材していると感じた。

すばらしい自然の映像とともに深いストーリーで感銘を受けた。松村さんのモノロー

グを効果的に使い、自然と人間の関係性を深く考えさせる構成になっている。エンデ

ィングでは、生まれた子犬が元気に走る姿を印象づけ、将来への希望や明るい再スタ

ートを感じさせてよかった。ただ、生活の安全性、健康への影響について、見る人に

十分伝わったか、少し気になった。除染作業が進行し、生活できるレベルになってい

ることや健康に影響が出ていないことを、科学的データを挿入して補強などすれば、

なおよかったのではないか。 
 

○  松村さんの魅力的なキャラクターや、自然をとらえた映像の美しさが心に残った。

松村さんは、事故が発生した当時、避難指示が出た後も富岡町にとどまり、国や行政

の対応から漏れてしまった問題に立ち向かった。行政側などがこのことをどのように

受けとめるべきか、ジレンマも感じた。また、放射性物質が蓄積しやすいキノコから、

高い放射線量が計測される場面があったが、海外の視聴者が、福島や日本の農産物な

どの安全性に懸念を抱かないか、気になった。最後のシーンでは未来への希望も感じ

られ、また、戦後の経済成長の中で、特に地方において失われたものは何かというこ

とを知り、そこから学ぶ必要があることを、次世代に伝えるメッセージとしても伝わ

ったと思う。全体的にすばらしい番組だった。 
 

○  松村さんの人生を縦軸に、東京電力福島第一原子力発電所の建設から、震災前後の

富岡町の動きを横軸に据えて、被災地に生きる人と社会がよく描かれ、感動した。震

災で取り残されたものに焦点を当てたところがよかった。取材者と松村さんの信頼関

係にもとづくやりとりから松村さんの等身大の生き方が伝わり、映像と音楽の美しさ

も印象深かった。動物から見た震災という番組の視点は、新しく貴重だ。松村さんが、

取り残された動物たちに関わることになる理由について、松村さん自身が番組で語っ

ていたが、そのさらに奥で、どんな原動力がはたらいたのか、もう少し知りたかった。

番組ではセリフのない自然の音だけの映像が何回か出てくるが、その静寂が、立ち止

まって考える大切さを暗示しているのではないかと感じた。 
 

○  番組の中で、除染と食の安全性についてもう少し詳しい説明があるとよかった。除

染されている地域と、除染されてない山中の作物ではリスクの違いもあるし、県内で

リスクがあるのは限られた地域であることも含め、海外の視聴者にはわかりにくい部

分だ。松村さんが東京電力福島第一原子力発電所の建設に自身も関わったことで、責

任を感じると話しているのを聞いて、農作物や電力の大量消費地である東京に暮らす

人間として自分自身を振り返ると、松村さんの言葉が重く響いた。松村さんが、動物

たちの命を救うために福島に残ったことについては、賛否や葛藤もあったと思う。さ

まざまな重い課題をつきつけるドキュメンタリーだ。 
 

○  廃墟になった町の中に動物がいて１人の男がいる、という情景が、多くのことを描

写し、強い印象を残している。感染症により世界でただ一人生き残った主人公と動物
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たちがニューヨークで暮らす映画を思い出した。 映画の主人公と違って、松村さんは、

原子力発電所の建設に加わった責任の一端を感じ、複雑な思いを持って町にとどまっ

ているのだが、なぜそこまでしてこの場所にとどまっているのか、その内面の掘り下

げがもっとあればよかった。 
 

○  松村さんに、人間としての格好よさを感じた。松村さんからうまく引き出された雄

弁なモノローグにより、ドキュメンタリーの独特なトーンが作られた。１０年間とい

う大きな時の流れの中にドラマがあり、四季の移り変わりとともに松村さんの生き方

が見えてきたのも興味深かった。ただし４９分という放送時間は、少し長いと感じた。

また、東京電力を、「ＴＥＰＣＯ」と説明していたが、海外の視聴者にはわかりにくいの

ではないか。さらに、東京電力福島第一原子力発電所との距離を、一目でわかるよう

に地図で示した方がよかったのではないか。 
 

○  「Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ Ｍｏｎｏｌｏｇｕｅ」というタイトルに引かれた。原子力発電所の事故とい

う悲惨な現実から、次第に転調し、新しい生命によって希望を感じたり、人々が初日

の出を楽しむようになったり、と希望が見えるエンディングへとつながるストーリー

の流れがよい。ナレーションなど客観的な説明をなくして、松村さんの発言のみで構

成する番組にすれば、より迫力を感じ、また効果的に自然の映像の力を感じることが

できるのではないかと思った。 
 

○  ５年ほど前、松村さんが主人公のドキュメンタリー映画が発表され注目をしていた

ので、今回この番組を見て衝撃を受けた。白骨化した家畜、路上を歩くダチョウや子

犬の誕生、そして、朝日をおがむ様子など、いずれも静かなインパクトを持つ映像で、

一つの作品の中に、これだけアイコニックな場面をたくさん入れ込めたのはすばらし

いと思った。日本的な美意識があり、間の取り方もよく、ＮＨＫの映像づくりの底力

を感じた。震災から１０年で、あらためてこの事故や原子力発電所が世界でどう捉え

られているのか、見終わった後に考えさせられた。 
 

○  松村さんが、ギラギラしたところや恨みがましいところがなく淡々とした姿や放置

されたペットや家畜の命を大事にしている姿に、非常に好感を持った。また、エンデ

ィングの「Step by step. On we go. Walking along the path to “normal.” In my hometown. 

Our hometown. （一歩ずつ､当たり前の日々を取り戻していく。俺のふるさとで。いや､

｢俺たち｣のふるさとで。）」という言葉も印象に残った。気になったのは、富岡町の、

土壌、水質の汚染度合いに関して、番組では具体的なデータが紹介されなかったこと

だ。また、沢の水などを飲んでいる松村さんを映すことで安全性が担保されているか

どうかもいとわず暮らしているように見えてしまい、食や農産物に対する不安をあお

ることにつながるのではないかと心配になった。風評被害を起こさないように丁寧な

説明が必要だと思う。 
 

○  大変すばらしいドキュメンタリーだ。震災から１０年たって、まだ１０％以下の人

しか帰還していない状況、動物たちが取り残されている状況を見ると、震災と原発事

故の影響がこれからも続くことを考えさせられた。重いテーマを、松村さんの生き方
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や美しい映像などで効果的に伝えていた。ただ、富岡町の位置について、地図を用い

て示し、避難の対象地区を区域別に示すなどの工夫があった方がわかりやすかった。

キノコの話の部分では、食の安全に対する不安が増し、海外では、やはりまだ普通の

生活には戻れていないと受け取られるのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 2017年に松村さんを取材し、「福島タイムラプス」という番組を作った。

その後、継続して松村さんとの関係性を築いてきた。その過程で、松村さ

んには、ふるさとに残ることを決断した理由、原動力を問い続けた。「た

った１つしかない生まれ故郷、ふるさとだから死ぬまでいたい、命を見殺

しにできないから動物たちの面倒を自分が見る」と、強くシンプルな回答

だった。松村さんを通じて震災後１０年、ひいては戦後の日本が追い求め

てきたものはいったい何だったのかが見えるのではないかという考えが

番組を企画した動機だ。自然の風景や音を感じることで、失われていたも

のに気づいて欲しいという思いで、ゆったりとした作りになっている。 

４９分がいつもより長く感じられたかもしれない。今後、しっかり見ても

らえるように、工夫を重ねたい。「ＴＥＰＣＯ」という表現ではわかりづらい、

地図を示すべきという指摘についても、今後の番組制作において検討した

い。データなどの客観的な説明については、テロップで表現する演出を試

みた。指摘をもとに今後いろいろ検討したい。キノコが放射性物質を蓄積

しやすいことは、チェルノブイリ原発事故の際にも明らかになっており、

それ以外の農作物に関しては、放射線量はほとんど下がっている状況だと

番組内で伝えた。沢の水も放射線量は既に下がっていて、飲用にしても問

題ないとされる数値だ。松村さんは安全性を気にしない人ではなく、被害

の現実の中でも希望を捨てずにいる人なのだと受けとめてもらえればあ

りがたい。 
 
 
＜「Ｚｅｒｏｉｎｇ Ｉｎ： Ｃａｒｂｏｎ Ｎｅｕｔｒａｌ 2050」 

  Episode ３： Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ（２月２７日（土）8:10ほか） 
Episode ４： Ｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ ｔｈｅ Ｇｒｉｄ（２月２８日（日）8:10ほか）について＞ 

 
○  多くの人が興味を持つ内容で、簡潔にまとめられ、番組の長さもちょうどよかった。

身近なところから試せる事例が入っていたのが興味深く、特に家庭での節電はハード

ルも低く、家族でゲーム感覚で取り組むことができると思った。グリーンエネルギー

に力を入れる中で、風力発電が取り上げられているが、自然の中に風力発電の施設を

作ることについては違和感がある。グリーンエネルギー推進の良い面にスポットを当

てすぎていないか、気になった。 
 

○  ニューヨークのスタジオを利用して、シリーズで展開することはとても有意義だ、

ぜひ続けてほしい。気候変動を防ぐ取り組みを伝えるのは、４月のバイデン大統領の

気候変動サミットや１１月のＣＯＰ２６もあり、タイムリーな取り組みだ。日本政府
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の主要政策の１つでもあるので、積極的に取り上げてほしい。アメリカの事例を中心

に紹介したことは、アメリカのイメージの変化にもつながりよいことだと思うが、市

民のみでなく、政府の国際的な責任についても触れるべきだと思う。気候変動対策で

はエネルギーを中心に取り上げがちだが、第３話「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」で着目し

ている農業は、これからもう１つのトレンドになると思う。 
 

○  「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」で農業に目を向けた点がよかった。タイトルを「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ 

Ｇｒｏｕｎｄ」とした意図がよくわからないので教えてほしい。第４話「Ｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ ｔｈｅ 

Ｇｒｉｄ」は、さまざまなサービスや事例が紹介され、興味深いが、家庭内で電気を節約

するシーンで、最初から誰もいない部屋に電気がこうこうとついているような状態は、

過剰なのではないかと気になった。日本の新電力についての取り組みが紹介されてい

るが、仲介業者は発電を行っていないことが多いので、取り上げるのが適当か疑問を

持った。 
 

○  両エピソードとも、注目を集めている事柄がテーマで、特に「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」

は、不耕起栽培の最先端を知ることができ、興味深かった。２５分という放送時間、ス

タジオとＶＴＲの組み合わせは番組のフォーマットとして安定感があるが、２本続け

て見ると変化がなく、少し型にはまっているので、もう少し工夫があってもよい。 
 

○  現在、カーボンニュートラルに向けた課題を抱えているのは、人類が行ってきた際

限のない大量消費社会に対するアンチテーゼではないか。このシリーズでは、問題に

向き合い、身近なところに個人の努力で解決できるヒントがあることを示していた。

世界に向けて、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがこのような番組を発信していることは大

変意義があり、今後も関連する内容について発信してほしい。 
 
○  脱炭素、気候変動は、今後２０～３０年話題になるテーマで、しっかりと考えてい

くべきだ。企業価値やガバナンスとの関わりで話題になることが多いテーマだが、土

壌や太陽光からこの問題を取り上げ、生活に密着した議論を提起しているのは新鮮だ。

アメリカの公共放送サービスであるＰＢＳとの連携を試みたことはよいが、日本側が

取材した部分が少ないのではないかと感じた。「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」では、カリフ

ォルニアの実例では、結果を出すためのヒントが紹介されたが、日本国内で、水田に

野鳥などが集まって来た事例でも、どのように取り組めば有効な結果が得られるのか、

具体的なヒントが欲しかった。「Ｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ ｔｈｅ Ｇｒｉｄ」について、地産地消の電力開

発は必ずしもうまくいっていないケースもある。番組に課題も含めた方がよかった。

スタジオの司会者に、アメリカ在住の日系人を起用するのは大変いいアイデアだと思

う。 
 

○  カーボンニュートラルの話を日本の新聞やテレビで取り上げる際、まず、地球は危

機的な状況にあるとあおり、その上で解決の道筋へという流れが多い。この番組のオ

ープニングはポジティブで、ニューヨークスタジオのホストも登場人物も笑顔が印象

的で、アメリカの議論における先進性を感じた。両エピソードとも、問題の全体と個

別の解決法の関係性がつかめればさらによかった。例えば不耕起栽培や電気を節約し
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ていくという個人単位の行動が、全体のカーボンニュートラルの中で何％くらいの効

果があるのか知りたい。厳密には難しいと思うが、自分の取り組みがどれぐらい意味

を持っているのかを体感できるように、数字を示したほうがよかった。 
 

○  専門的な知識を持たない、一般的な視聴者を想定して、わかりやすい事例を使いな

がら、科学的説明とのバランスをうまくとっていた。ただ、日本の事例については、

そこから学べることをはっきり示していなかったのが残念だ。番組の構成として、ア

メリカと日本を比較するのはとてもいいアイデアだが、日本の部分をもう少し工夫で

きたのではないか。 
 

○  どちらの番組も楽しく見た。「Ｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ ｔｈｅ Ｇｒｉｄ」について、自然エネルギーを

使うことが化石燃料を燃やすよりも二酸化炭素の放出量が少なく望ましいというのは

理解できるが、自然エネルギーを取り出すために、風力設備や太陽電池を作る過程で

排出される二酸化炭素についても気になる。自然エネルギーを使うためのエネルギー

消費についても考えた上で根拠を示したほうが、説得力があった。二酸化炭素の量を

測ることが難しければ、初期投資が何年で回収できるか、などの経済的な検証を加え

ることによっても説得力が増したのではないか。 
 

○  ＳＤＧｓという言葉が広まる一方で、ゼロ炭素、気候変動、エネルギーの問題を自

分のこととして十分にとらえられていないと感じる。このシリーズは、啓発的で示唆

に富み、日本の気候変動対策の一部がかいま見えてよかった。コメンテーターのグレ

ッグ・ダルトン氏の実践例を映像で紹介することで、より親近感が増し、キャサリン・

コバヤシさんの司会もよかった。「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」では、カリフォルニアでの

耕さない農業の実践例を初めて知ったが、こうした試みが実際にどの程度広く実践さ

れ共有されているのか、また日本の事例についてもその意義や課題についてより深く

知りたいと思った。「Ｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ ｔｈｅ Ｇｒｉｄ」は、日本の状況を合わせて見ることで、

気候変動対策をめぐる日本の世界的な位置を探る観点や視点を提供していた。 
 
○  この番組がどのような経緯でアメリカのＰＢＳと連携して制作するようになったの

か、カリフォルニア州でのゼロ炭素社会構築に向けた動きを取り上げた、この番組の

背景について知りたい。 
 
 
 

（ＮＨＫ側） 北米はテレビ国際放送の配信の重点地域の一つである。2009年に２４時

間での英語放送が始まったが、現在では、アメリカの多くの大都市で２４

時間ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮが視聴できる環境になったのに加え、おお

よそ 350あるアメリカのＰＢＳ局に向けても、いくつかの定時番組の配信

を行っている。視聴可能世帯のおよそ８０％である約１億世帯がＮＨＫ 
ワールド ＪＡＰＡＮの番組に触れられる受信環境になっている。環境問

題についてはＰＢＳ局との意見交換を続ける中で、今回、環境番組に力を

入れているサンフランシスコの「Ｎｏｒｔｈｅｒｎ Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ Ｐｕｂｌｉｃ Ｍｅｄｉａ」と連携
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してシリーズを制作することになった。今後ロサンゼルスやニューヨーク

のＰＢＳ局などとも連携を探っていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 今後、日本の事例についても深く取材し、個別の事例からヒントとなる

ことを示すことも含め、番組の作りを工夫して進めていきたい。経済の面

や企業の取り組みも取り上げて、しっかりと取材をしていきたい。 
 
（ＮＨＫ側） 「Ｕｎｃｏｍｍｏｎ Ｇｒｏｕｎｄ」のタイトルの由来について、“Ｃｏｍｍｏｎ     

Ｇｒｏｕｎｄ”と言えば、共通の課題、立ち位置、という意味だが、“Ｇｒｏｕｎｄ”

には土地という意味もある。その“Ｇｒｏｕｎｄ”にかけて、特別な、スペシ

ャルな土に注目するという意味で、このタイトルをつけた。 
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